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　８月７日㈯、浜っ子夏まつりが浜田漁港で開催され
ました。特設ステージでは、様々なイベントが行われ、
花火の打ち上げを待つ来場者を楽しませました。
　会場は夏の夜空を焦がす、大輪の花火を一目見よう
と多くの人でにぎわいました。

広報 なつかしの国 石見
９月号　

№113

２０１０

青い海・緑の大地　人が輝き文化のかおるまち

主な内容
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（島根県立大学でのＰＲ活動の様子）

　平成22年10月１日、国勢調査を全国一斉に行います。
　日本に住むすべての人が調査の対象です。
　調査員が９月下旬に調査票を持ってお伺いしますので、調査票の記入と提出をお願いします。

　国勢調査は、人口・世帯の実態を明らかにする、国の最も
重要な統計調査のことです。
　国や都道府県、市区町村の施策を支える土台となりますの
で、日本に住む皆さん全員の回答が必要となります。

大正９年から始まり、５年ごとに行ってきた国勢調
査も、今回で19回目を迎えました。

現在のありのままの日本を知るために、皆さん一人
ひとりを漏れなく把握します。

調査内容を漏らしたり調査票を紛失したりしないよ
う、厳重に保護・管理します。

皆さんには法律によって、調査票に記入し提出して
いただく義務が課せられています。

調査結果はインターネットや図書館などで、誰でも、
いつでも手軽に利用できます。

①調査は５年ごとの10月１日に実施

②日本に住むすべての人・世帯が対象
（外国人の方も含む）

③個人情報は厳重に保護

④調査への参加はみんなの義務

⑤誰もが手軽に利用できる調査結果

国勢調査って、なに？

国勢調査　５つのポイント

（島根県立大学でのＰＲ活動の様子）

調査票の記入と提出をお願いします調査票の記入と提出をお願いします

平成22年10月1日
国勢調査を実施します

平成22年10月1日
国勢調査を実施します

【特集】【特集】
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平成22年の国勢調査はここが新しい！

調査員が伺います

個人情報は守られます

　今まで以上に、回答しやすく、提出しやすい方法となりました。

○調査票は封筒に入れ、封をして提出
　記入した内容を誰にも見られず、安心して提出ができるよう、調査
票は封筒に入れ、封をして提出してもらうことになりました。

○郵送での提出が可能に
　国勢調査は、調査員が調査票を配布し回収を行いますが、お忙しい
人でも回答がしやすいよう、郵送でも提出ができるようになりました。

○コールセンターが設置されます（※　９月11日㈯から設置）
　記入についてわからないことは、コールセンターに相談することが
できます。
国勢調査コールセンター（☎０５７０‐０１‐２０１０）

　９月下旬から、皆さんのお宅に調査票と提出用封筒を配布します。
調査票を配布するのは、総務大臣が任命し、守秘義務が課せられた国
勢調査員です。調査員は、「国勢調査員証」という身分証明証を身に
つけて活動します。

　国勢調査は、皆さんが調査票を安心して記入できるよう、「統計法」
によって個人情報を厳格に守ることが定められています。

調査で知り得た情報を漏らしてはいけない（守秘義務）
記入された調査票は、厳重に管理しなければならない（適正管理）
調査票の内容は、統計目的以外に使用してはならない（利用制限）

　皆さんの個人情報は、こうして厳重に守られることになります。

　実家に住む人やアパートで一人暮らししている人、病院に長く入院
している人など、ふだん生活している場所は人それぞれです。

「私は、浜田市に住民票を置いていないから」
「私の分は、実家で一緒に書いてもらうから」

　と、関係ないと思っている皆さんも多いのではないでしょうか。
　国勢調査では、10月１日現在のありのままの様子を知るために、

住民票の届出がある住所や帰省先で調査するのではなく、
ふだん住んでいる場所で調査票を記入してもらいます。

　皆さんが住んでいるすべての場所に調査票を配布しますので、正確
に記入していただきますようお願いします。

ふだん住んでいる場所で調査します
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平成22年国勢調査の調査票を見てみよう！ オモテ
氏名及び男女の別
男女の別は人口調査の基本項目です。
氏名は確認用で、集計の対象ではありません。調査漏れや
重複がないか、チェックのために使われます。

配偶者の有無
人口の配偶関係を明らかにするもので、この結果を利用し
て将来人口の推計や母子・父子福祉、女性雇用に対する施
策が計画されます。

現在の場所に住んでいる期間
５年前に住んでいた場所
人口の地域移動に関する資料を得るための項目です。
定住対策、都市整備計画などに生かされます。

住居の種類、住宅の建て方、住宅の床面積の合計
持ち家や借家、一戸建てやアパート、間取りなど、皆さん
の住まいは様々です。この結果から住宅政策や防災対策が
計画されます。

世帯主との続き柄
国勢調査は「ふだん住んでいる場所」で調査をしますので、
一人暮らしをしている学生も ｢世帯主｣ になります。

出生の年月
男女の別とともに、人口調査の最も基本的な項目です。将
来人口の推計や社会保障政策を行うために欠かせません。

世帯員の数
国勢調査では、人口を正確に把握することが必要です。調
査漏れにならないよう、きちんと記入してください。

国　籍
国勢調査は、外国人の皆さんも調査の対象です。
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ウ　ラ
教　育
教育の実態を明らかにするための基本的な項目です。
文教政策の資料として用いられるほか、職業の項目などと
組み合わせて、雇用対策などにも利用されます。

９月24日から30日までの１週間に仕事をしましたか
皆さんの就業状態を把握し、経済活動の実態を明らかにす
るための項目です。雇用・失業に関する施策や、地域経済
計画の基礎資料として欠くことのできないものです。

勤めか 自営かの別
仕事をしている人といっても、自分で事業を経営している
人や雇われている人など、就業の形態は様々です。
派遣社員やパート・アルバイトで働く人の増加など、雇用
形態の推移をより的確に把握することができます。

従業地又は通学地、通勤・通学手段
通勤・通学による人口の動きや、いわゆる昼間人口を調べ
るためなどに利用される項目です。
交通機関、公共施設整備などの施策を行うためには、ふだ
ん住んでいる人だけでなく昼間の人口も把握する必要があ
ります。

勤め先・業主などの名称及び事業の内容
本人の仕事の内容
５年前の国勢調査では、浜田市に住む皆さんの約３分の２
が小売業やサービス業などの「第三次産業」に従事してい
ることが分かりました。このように産業の構造や職業の実
態を明らかにすることで、雇用対策などの施策に生かされ
ます。勤め先などの名称は集計の対象ではなく、産業や職
業の分類を正確に行うためのものです。
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国勢調査Ｑ＆Ａ

国勢調査クイズ！～クイズに正解して、豪華賞品をゲットしよう！～

住民基本台帳があるから、国勢調査を行う
必要はないのでは？

個人情報保護法があるから、調査に答えた
くないのですが。

すごく難しそうだし、忙しいので書いてい
る暇がないんだけど…

どう記入したらいいのか分からない項目が
あるのですが…

いえ、届出の状況では分からない、「ふだ
ん住んでいる場所」で調査をする国勢調査
が重要なんです。

調査票に記入された個人情報は、「統計法」
によって厳重に守られます。安心して記入
してください。

見かけよりも簡単で、時間もかかりません。
郵送による提出も可能です。

国勢調査浜田市実施本部または各支所自治
振興課へ相談してください。

Q Q

Q Q

A A

A A

　住民基本台帳では、住居を移してもすぐに届け
出なかったり、住民登録を他市町村に残したまま
一人暮らしで大学に通ったり、単身赴任をしてい
る場合など、届出の状況が人によって様々です。
届出の状況では分からない、ふだん住んでいる場
所で調査をすることに、国勢調査の意味があるん
です。

　確かに、調査票には個人情報を記入しますので、
「ここは書きたくない」と思う項目もあるかもし
れません。しかし、正確な統計を取るためには、
ありのままを正しく記入する必要があります。国
勢調査では、皆さんの個人情報は「統計法」で厳
重に守られますので、安心して記入してください。

　見た目はちょっと難しそうですが、内容はとて
も簡単です。時間もそれほどかかりません。
　調査票の提出は、配布する郵送提出用封筒で郵
送することもできます。通勤やお出かけの際にポ
ストに入れるだけで、手軽に回答ができます。

　調査で分からないことや、担当調査員への連絡
が必要な場合など、何かありましたら気軽にお問
い合わせください。
　９月11日㈯からは、国勢調査コールセンターが
設置されます。併せて利用してください。
（☎０５７０‐０１‐２０１０）

平成22年国勢調査による浜田市の人口は、何人でしょうか？問　題

参考 平成17年国勢調査の浜田市の人口は、63,046人でした。

応募資格　市内に在住している人
応募方法　はがきに、答え・住所・氏名を記入して送付して

ください。１人２回以上の応募ができます（賞は１人１つ
限り）。応募１回につき、答え１つを数字で記入してくだ
さい（２つ以上の記入があった場合は、無効とします）。

応募締切日　10月31日㈰（当日消印有効）
正解　平成22年国勢調査結果速報の人口数を正解とします。

（12月中旬ごろ公表予定）
入賞者の決定　正解者の中から抽選で決定します。正解者が

賞の総数に満たない場合は、正解に近い方から順に決定し
ます。

入賞者の発表　賞品の発送をもってかえさせていただきます。
応募先　〒697‐8501　浜田市殿町１番地

国勢調査浜田市実施本部（☎内線３２０・３３９）

１等
50,000円分の旅行券
（ただし、萩・石見空港利用
が条件となります。）

１名
２等
5,000円分の
浜田市共通商品券　　　１名

３等
3,000円分の
浜田市共通商品券　　　１名
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　平成17年10月１日に新「浜田市」が誕生して、この
たび５周年を迎えます。
　浜田市合併５周年を市民の皆さんと共に祝い、浜田
市の更なる発展に向け、次のとおり記念式典と記念講
演会を開催します。どなたでも気軽に参加してくださ
い。
日時　10月２日㈯　　受付　午前８時30分～

式典　午前９時30分～10時50分
内容　記念映像上映・浜田市表彰・市民憲章表彰など
場所　島根県立大学講堂

記念講演会
日時　10月２日㈯

午前11時～（式典終了後）
場所　島根県立大学講堂
演題　有名と無名のあいだ

～昭和天皇の思い出～
講師　長門保明さん

（国営昭和記念公園　昭和天皇記念館　館長）
講師略歴　江津市生まれ、浜田高校卒業、

厚生省・宮内庁（宮務主管）勤務を経て現職
問い合わせ先

本庁総合調整室（☎内線３１７・３１８）

会期　９月３日㈮～ 22日㈬（20日間）
８月27日㈮　議会運営委員会
９月３日㈮　本会議　開会　提案説明

（全員協議会）
６日㈪　本会議　個人一般質問
７日㈫　本会議　個人一般質問
８日㈬　本会議　個人一般質問
９日㈭　本会議　個人一般質問
10日㈮　本会議　議案質疑
13日㈪　総務文教委員会
14日㈫　福祉環境委員会
15日㈬　産業建設委員会
16日㈭　予算審査委員会
17日㈮　予算審査委員会
22日㈬　本会議　委員長報告　採決　閉会

（全員協議会）議会運営委員会

　なお、左記日程は予定であり、８月27日㈮の議
会運営委員会で正式に決定します。
　会議の傍聴は、当日議会事務局で受け付けてい
ます。なお、各委員会および全員協議会の傍聴は、
会場の都合により７人までの人数制限があります。
　各会議の開催時間は、通常午前10時からですが、
変更になる場合がありますので事前にお問い合わ
せください。
　各会議の開催時間や議事日程・議題は、事前に
市議会ホームページ「会議の開催予定・状況」に
掲載しますのでご覧ください。

問い合わせ先
市議会事務局（☎内線５１６）

（撮影：宍倉とおる）

浜田市合併５周年記念式典

９月浜田市議会定例会日程（予定）



広報はまだ：平成22年９月号　　　 8

　市の人事行政の運営における公正性と透明性を高めることを目的として、地方
公務員法および浜田市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例に基づき、職
員の任用・職員数・給与・勤務時間そのほかの勤務条件など人事行政の運営など
の状況についてお知らせします。
　なお、給与などの状況については、『広報はまだ』3月15日号および市ホーム
ページで公表していますのでご覧ください。　　　　　　　　　　（本庁人事課）

１  職員の採用および退職の状況 ６  職員の休暇などの状況

７  職員の分限および懲戒処分の状況

９  職員の研修および勤務成績の評定の状況

10  職員の福祉および利益の保護の状況

11  公平委員会の業務の状況

８  職員の服務の状況

３  定員適正化への取り組み状況

２  部門別職員数の状況

４  職員採用試験の実施状況

５  職員の勤務時間などの状況

区　　分 事務職
技術職 医師 技　能

労務職 消防士 一般職
合　計

他の自治体
からの派遣
による職員

平成21年度採用 ６人 ０人 ０人 １人 ７人 １人
平成21年度退職 19人 ０人 １人 0人 20人 ２人

区　　分 職員数(人) 対前年
増減数 主な増減理由

部　　門 19年 20年 21年 22年

一
般
行
政
部
門

議　会 ７ ７ ７ ７ ０
総務企画 152 151 150 149 △１ 事務の統廃合による減員
税　務 41 40 40 40 ０
民　生 84 84 75 78 ３ 業務増による増員
衛　生 49 47 49 44 △５ 事務の統廃合による減員
労　働 3 3 3 3 ０
農林水産 50 49 48 48 ０
商　工 21 23 25 24 △１ 事務の統廃合による減員
土　木 72 74 69 68 △１ 事務の統廃合による減員
小　計 479 478 466 461 △５

特　
　

別

行
政
部
門

教　育 111 102 99 96 △３ 小学校の閉校、事務
の統廃合による減員

消　防 112 112 112 112 ０
普通会計　計 702 692 677 669 △８

公
営
企
業

会
計
部
門

病　院 12 11 9 8 △１ 業務の嘱託化による減員
水　道 36 30 28 28 ０
下水道 20 18 16 14 △２ 事務の統廃合による減員
その他 26 26 27 24 △３ 事務の統廃合による減員
小　計 94 85 80 74 △６

合　　計 796 777 757 743 △14

（各年度４月１日現在）

（平成21年４月１日～平成22年３月31日）

（平成21年４月１日～平成22年３月31日）

（平成21年度中）

（平成21年４月１日～平成22年３月31日）

（平成21年度中）

（職員採用は、平成22年４月１日採用です。）

※　職員の勤務時間などは、職場の特殊事情により勤務の割り振りをしています。

（この表の職員数には､特別職の職員は含んでいません。ただし､教育長は含みます。）
※　地方公務員法に、上表の職務上の義務が定められています。

　平成29年度までに普通会計職員数を517人以下にする方針を踏まえ、
毎年度退職者の1/3相当の職員採用を行い、職員数の削減に努めます。
さらに、機構改革、人員配置の見直しおよび民間委託による職種転換
などにより、適正な定員管理を図ります。

区　　分 人口
(各年３月31日現在)

普通会計職員数
(各年度４月１日現在) 対前年増減数 人口千人あたりの

普通会計職員数
平成21年 59,944人 677人 △15人 11.29人
平成22年 59,476人 669人 △ 8人 11.25人

試験区分 応募者 受験者 合格者 採用者
一般事務員（Ａ） 91人 72人 ５人 ５人
一般事務員（Ｂ） ６人 ６人 １人 １人

区　　分 内　　　容

勤務時間
午前８時30分から午後５時15分まで
（休憩時間を除く１日当たり７時間45分、週38時間45分勤務）

休憩時間 午後０時から午後１時までの１時間
週 休 日 日曜日および土曜日

休　　日 国民の祝日に関する法律に規定する休日および年末年始
(12月29日から翌年の１月３日まで）

区　　分 内　　　容

年次有給休暇 １年につき20日間付与、新規採用職員は15日間付与。
（平成21年の平均取得日数は9.7日）

病気休暇
負傷または疾病のため療養することがやむを得ないと
認められる場合の休暇。私傷病に該当する場合は90日
付与。（平成21年の30日超の取得件数は22件）

特別休暇

災害・結婚・出産・忌引など特別の事由により勤務
しないことが相当であると認められる場合の休暇。 
休暇の種類は、感染症・災害などによる交通遮断・住
居の破壊、証人などの官公庁への出頭、公民権の行使、
生理休暇、ボランティア休暇、産前の健診、産前産後
休暇、乳幼児検診、妊娠障害休暇、育児時間、結婚休
暇、妻の分べん、男子の育児、子どもの看護休暇、夏
季休暇、父母などの法要、忌引、ドナー休暇です。

介護休暇
配偶者・父母・子などの負傷、疾病または高齢により
日常生活を営むのに支障がある人の介護をするため、
勤務しないことが相当であると認められる場合の無給
休暇。（平成21年度の取得件数は１件）

区　　分
分限処分 懲戒処分

免職 休職 降任 免職 停職 減給 戒告
処分者数 ０人 17人 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人

職務上
の義務

法令などを遵守する義務 職務命令に従う義務
秘密を守る義務 職務に専念する義務
政治行為などの制限 信用失墜行為の禁止
争議行為などの禁止 営利企業などの従事制限

区　　分 人数 内　　　容

職員
研修

県自治研修所 201人 職務経験などの階層別研修・実務研修・
特別研修など

派遣研修 55人 自治大学校・市町村アカデミーなど
独自研修 591人 服務・倫理・健康・人権同和講演会など
各課独自研修 2,806人 実務研修など

勤務
評定

昇給時 751人 管理職を除く職員に対し、昇給・昇格・昇
任を行う場合、所属長が勤務評定を行う。昇格・昇任時 62人

区　　分 人数 内　　　容

健康
診断

定期健康診断 523人 市が実施する一般検診
人間ドック 246人 市町村職員共済組合が実施する総合健診
特殊検診 18人 頚肩腕・指曲がり症・VDT作業検診

公務・通勤災害補償 7人  地方公務員災害補償基金が行う補償

区　　分 状　　況

勤務条件に関する措置の要求の状況 該当なし
不利益処分に関する不服申し立ての状況 該当なし

人事行政の
運営などの状況報告
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１　職員の任免および職員数に関する状況
⑴職員数の状況　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人）

２　職員の給与の状況
⑴給与の状況（平成21年度決算）　　　　　　　（単位：千円）

３　職員の勤務時間そのほかの勤務条件の状況

４　職員の分限および懲戒処分の状況　　　　　　（単位：件）

６　職員の研修および勤務成績の評定の状況
⑴研修の状況　　　　　　　⑵勤務成績の評定の状況

（単位：人）

８　職員の利益の保護の状況
⑴勤務条件に関する措置要求の状況
該当なし

⑵不利益処分に関する不服申立ての状況
申請０件　処理済０件（平成21年度申請分）

５　職員の服務の状況　　　　　　（平成21年１月から12月末実績）

休暇取得日数の状況（平均）　　　　　　　　　　（単位：日）

７　職員の福利の状況
（単位：人）

⑵構成市からの派遣職員　　　　　　（平成21年４月１日現在)

浜田市　７人
江津市　４人

⑶給料月額（初任給）の状況　　　　（平成21年４月１日現在）

⑸退職手当　　　　　　　　　　　　　（平成21年度支給割合） ⑹そのほかの主な職員手当の状況

⑷期末・勤勉手当　　　　　　　　　　（平成21年度支給割合）

⑵職員の平均給料月額、平均給与月額および
　平均年齢の状況　　　　　　　　　（平成21年４月１日現在）

⑶職員の競争試験および選考の状況
　職員の採用試験は行いませんでした。

平成21年度職員数
（平成21年４月１日現在）

平成21年度中
採用者数 退職者数

21 0 1

給料 職員手当 期末 ･勤勉
手　　　当 計 1人あたり

93,230 11,348 35,527 140,105 6,672
※　職員手当には、退職手当は含んでいません。

　浜田地区広域行政組合の人事行政の運営における公正性と
透明性を高めることを目的として、地方公務員法および浜田
地区広域行政組合人事行政の運営等の状況の公表に関する条
例に基づき、職員の任用・職員数・給与・勤務時間そのほか
の勤務条件など人事行政の運営などの状況についてお知らせ
します。

平均年齢 平均給料月額
（基本給）

平均給与月額
（基本給＋諸手当）

50.02歳 369,462円 422,095円

区　　　分 高校卒 大学卒

浜田地区広域
行政組合 一般行政職 140,100円 161,600円

国の制度 一般行政職 140,100円 172,200円

区　　分
浜田地区広域行政組合（国と同じ）

期末 勤勉
６月期 1.30月分 0.725月分
12月期 1.30月分 0.725月分

計 2.60月分 1.45月分
加算措置 有

区分
浜田地区広域行政組合 国
自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年

勤続20年 23.50月分 30.55月分 23.50月分 30.55月分
勤続25年 33.50月分 41.34月分 33.50月分 41.34月分
勤続35年 47.50月分 59.28月分 47.50月分 59.28月分

最高限度額 59.28月分 59.28月分 59.28月分 59.28月分

加算措置
定年前早期退職特例措置
２％～20％加算
早期退職優遇制度
15％～30％加算

定年前早期退職特例措置
２％～20％加算

種　　類 説　　　明
扶養手当 扶養親族のある職員に対して支給

住居手当 賃貸住宅で月12,000円を超える家賃を支払っ
ている職員に支給

通勤手当 通勤距離が２㎞以上で、自動車などを利用
している職員に支給

特殊勤務手当 著しく危険・不快・不健康または困難な勤
務で、その特殊性に応じて支給

開始時刻 休憩時間 終了時刻
8：30 12：00～ 13：00 17：15

分　　限 懲　　戒
降任 免職 休職 計 戒告 減給 停職 免職 計
0 0 0 0 0 0 0 0 0

年次有給休暇
病気休暇 特別休暇

付与日数 取得日数
20 11.7 2.1 3.5

※　特別休暇には、結婚休暇・夏季休暇・忌引などがあります。

※　人間ドックは希望者のみ受診（受診料
は個人負担、ただし、島根県市町村職員
共済組合より助成金有り）

研修数 受講者数
28 165人

昇給 昇格 昇任
18 1 1

健康診断 人間ドック
14 11

問い合わせ先
総務課総務係
（☎�１４６８）

広域圏だより
浜田市・江津市

～協働でつくる活力と魅力の
　　　　　ふるさと浜田圏域～

浜田地区広域行政組合
野原町（☎�１４６８）

平成21年度人事行政の運営などの状況報告
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ご意見をお寄せください。市長E-mail:mayor@city.hamada.shimane.jp

重点港湾に決定した浜田港

　

８
月
３
日
、国
土
交
通
省
が
全
国

に
１
０
３
港
あ
る
重
要
港
湾
の
中

か
ら
、重
点
港
湾
と
し
て
43
港
を
選

定
し
、浜
田
港
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

〝
浜
田
港
重
点
港
湾
に
決
定
〟

　

国
が
実
施
す
る
港
湾
整
備
事
業

の
選
択
と
集
中
を
図
る
た
め
、
新

規
事
業
の
着
手
対
象
港
湾
の
絞
り

込
み
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
重
要
港
湾
１
０
３
港
の

多
く
は
太
平
洋
側
に
あ
り
ま
す
。

境
港
と
関
門
港
の
長
い
海
岸
線
の

中
間
に
位
置
す
る
浜
田
港
は
、
ま

た
、
広
島
の
北
１
０
０
キ
ロ
に
位

置
し
て
い
ま
す
。
日
本
海
側
の
拠

点
と
し
て
、
ま
た
、
環
日
本
海
経

済
圏
の
窓
口
と
し
て
大
き
な
役
割

を
担
え
る
港
で
す
。

　

明
治
32
年（
１
８
９
９
年
）の
開

港
以
来
、
数
多
く
の
貿
易
取
引
の

舞
台
と
し
て
、
県
内
の
み
な
ら
ず

広
島
方
面
も
含
め
た
企
業
の
重
要

で
地
域
に
貢
献
す
る
港
と
し
て
の

役
割
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。
境
港

が
島
根
半
島
と
い
う
天
然
の
防
波

堤
に
恵
ま
れ
て
い
た
の
に
比
べ
、

わ
が
浜
田
港
は
冬
の
季
節
風
の
北

西
に
口
を
開
け
た
港
で
あ
り
、
昭

和
40
年
ご
ろ
境
と
米
子
間
に
産
業

道
路
を
完
成
さ
せ
、
50
年
代
に
は

両
港
の
差
は
歴
然
と
開
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
昭
和
50
年
代
初
め

か
ら
20
年
か
け
て
、
長
浜
港
内
に

千
メ
ー
ト
ル
以
上
の
防
波
堤
が
建

設
さ
れ
、
冬
場
で
も
船
舶
の
出
入

り
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
に
入
っ
て
か
ら
、船
舶
の
大

型
化
や
コ
ン
テ
ナ
船
時
代
の
到
来

と
い
っ
た
全
国
の
港
湾
の
近
代
化

の
流
れ
に
対
応
を
迫
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
平
成
11
年
に
は
福

井
地
区
に
５
万
ト
ン
バ
ー
ス
の
整

備
、平
成
13
年
に
は
韓
国
・
釜
山
港

と
の
国
際
定
期
コ
ン
テ
ナ
航
路
が

就
航
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、今
日
ま

で
対
岸
の
ロ
シ
ア
貿
易
を
中
心
に

積
極
的
な
取
り
引
き
が
開
始
さ
れ
、

浜
田
港
の
取
り
扱
い
貨
物
は
急
増

し
ま
す
。
貨
物
も
大
型
化
し
、
40

フ
ィ
ー
ト
コ
ン
テ
ナ
の
長
大
貨
物

の
出
入
り
が
困
難
に
な
る
と
い
う

状
況
も
生
じ
ま
し
た
。
将
来
繋
が

る
山
陰
自
動
車
道
と
こ
の
港
を
ア

ク
セ
ス
す
る
臨
港
道
路
の
建
設
が

望
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
、今
回
の
重

点
港
湾
の
可
否
は
、将
来
の
浜
田
港

の
浮
沈
に
係
わ
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。
２
月
以
降
、島
根
県
と
も
連
携

し
、浜
田
商
工
会
議
所
や
浜
田
港
振

興
会
な
ど
の
民
間
利
用
者
を
中
心

に
陳
情
を
く
り
返
し
ま
し
た
。

　

政
権
交
代
で
心
配
し
ま
し
た
が
、

わ
れ
わ
れ
の
熱
意
が
通
じ
る
結
果

が
出
ま
し
た
。

　皆さん、こんにちは！浜田市に来て、あっとい
う間に３か月が過ぎました。おかげさまで浜田の
生活にも大体慣れました。
　浜田市に来る前に、インターネットで調べたこ
とや元国際交流員の紹介により、浜田市が青い海・
緑の山・きれいな街・温かい人情などといったイ
メージを受けました。まさに「百聞は一見に如か
ず」で、浜田市に来た３か月の間で、国際交流の
イベント・学校訪問・料理教室などを通じて、浜
田市民の温かい人情を肌で感じました。「百聞は
一見に如かず」とは、何度も人から聞くよりも実
際に自分の目で見る方が勝っているということで
す。新たに物事を知ろうとしたとき、また新たに
技術や技能を身に付けようとしたときには、その
ことについて何度も説明を聞くより、実際に自分
の目で見て確かめた方が、はるかに分かりやすい
です。国際交流も自ら見る方が確かだと思いませ
んか？ところが、この間の交流の中で思わぬこと
を発見しました。
　それは、何度も中国に行った経験があり、中国
のことについては、いろいろな分野で私より詳し
いのではないかと思われる人がいて、様々な見聞
を周りの人に紹介されていたときのことです。し
かし、彼はもう４・５年、中国に行ったことがあ
りません。近年、中国の沿海地域ではＧＤＰの成

長率は10％以上だといわれています。例えば北京
では、朝、自転車での通勤ラッシュがイメージさ
れるでしょう。実際には、近年、バスや地下鉄の
発展につれて、自転車はあまり乗られないように
なりました。10年前に、私の故郷である

い

坊
ぼ う

市で
は、家庭用の自動車を持つのが金持ちの象徴でし
たが、現在では、一般の家庭でも乗られるように
なりました。確かに自分の目で見て確かめた方が
正しいと思いますが、経済が急発展している中国
沿海地域では、まさに異例中の異例なのです。
　これから、国際交流のイベント、中国サロンな
どを利用して、もっともっと中国を紹介していき
たいと思っています。皆さん、ぜひ、よろしくお
願いします！

浜田市国際交流員　王　一鳴
百聞は一見に如かず！？

新・お元気ですか�
浜田市長 宇津徹男
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

く
ら
し
の
情
報
広
場

く
ら
し
の
情
報
広
場

安
全
安
心

～
地
域
防
災
力
の
強
化
を

目
指
し
て
～

浜
田
市
防
災
水
防
訓
練
の
実
施

｢

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動｣

｢

交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を

目
指
す
日｣

の
実
施

自
治
体
提
携
ロ
ー
ン

浜
田
市
勤
労
者
生
活
安
定

資
金
融
資
の
お
知
ら
せ

　

訓
練
で
は
、
地
震
・
津
波
に
対

す
る
防
災
活
動
を
テ
ー
マ
に
、
参

加
機
関
・
団
体
と
連
携
し
、
災
害

対
策
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
積
極
的

な
参
加
・
見
学
を
し
て
い
た
だ
き
、

一
人
ひ
と
り
が
『
防
災
』
に
つ
い

て
触
れ
、
考
え
て
も
ら
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
訓
練
会
場
に
は
起
震
車

を
設
置
し
、地
震
の
体
験
も
で
き
ま

す
。こ
の
機
会
に
『
防
災
』
に
つ
い

て
、今
一
度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

日
時　
９
月
26
日
㈰

午
前
９
時
～

場
所　
瀬
戸
ケ
島
地
区
埋
立
地

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
安
全
安
心
推
進
課
防
災
安

全
係
（
☎
内
線
３
４
０
）

　

９
月
21
日
㈫
か
ら
30
日
㈭
ま
で

の
10
日
間
「
秋
の
全
国
交
通
安
全

運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

交
通
安
全
ス
ロ
ー
ガ
ン

事
故
ゼ
ロ
の 

お
く
に
自
慢
は

し
ま
ね
か
ら

運
動
の
基
本

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

運
動
の
重
点

①
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・

自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防

止
②
す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正

し
い
着
用
の
徹
底

③
飲
酒
運
転
の
根
絶

ま
た
、
９
月
30
日
㈭
は
、
全
国
で

「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」

で
す
。

　

市
民
一
人
ひ
と
り
が
交
通
マ

ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
付
け
、
交
通

事
故
の
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

（
本
庁
安
全
安
心
推
進
課
）

証
明
書
自
動
交
付
機
の

一
時
停
止
に
つ
い
て

生
活
・
環
境

　

シ
ス
テ
ム
保
守
の
た
め
、
次
の

と
お
り
証
明
書
自
動
交
付
機
が
一

時
使
え
な
く
な
り
ま
す
。

停
止
期
間　
９
月
18
日
㈯
～
20
日

㈷　

終
日

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
総
合
窓
口
課

（
☎
内
線
１
４
３
）

　

年
利
１
・
96
％
（
固
定
金
利
）

の
低
利
な
融
資
制
度
で
す
。

対
象　
市
内
に
１
年
以
上
居
住
し

て
い
る
勤
労
者

限
度
額　
最
高
２
０
０
万
円

担
保　
原
則
不
要
（
別
途
保
証
料

必
要
）

返
済
期
間　
最
長
５
年

使
途　
医
療
・
介
護
・
教
育
・
住

宅
関
連
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

中
国
労
働
金
庫
浜
田
支
店

（
☎
�
０
４
３
１
）

　今回で５回目となります住民参加型市場公募
地方債「浜田きらめき債」の発行が決定しまし
た。市民の皆さんが購入した「浜田きらめき債」
は、市が行う事業やまちづくりに生かされます。
対象事業　きらめき債による資金は未来を担う

子どもたちの育成のための子育てや教育の充
実に活用します。

募集期間　10月13日㈬～ 20日㈬（予定）
発行額　１億円
発行日　11月10日㈬（予定）
発行対象　市内在住の20歳以上の個人
限度額　１人あたり10～100万円（10万円単位）
償還方法　５年（満期一括償還）

償還日　平成27年11月に元金を一括してお返し
します。

利払日　５月と11月（年２回）
利率　募集開始日直近の国債流通利回りを参考

に決定します（決定次第、市のホームページ・
取扱金融機関などで公表します）。

購入方法　取扱金融機関窓口で先着順となりま
す。予約はできません。

取扱金融機関　山陰合同銀行・島根銀行・日本
海信用金庫・ いわみ中央農業協同組合

※　購入方法は、『広報はまだ』10月号でお知
らせします。

問い合わせ先　本庁財政課財政係
（☎内線４７７・４７８)

浜田市
平成22年度
第１回公募公債

今年も発行します！

浜田きらめき債
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地
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性
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保
険
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医
療
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金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
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生
活
・
環
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宅
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権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

旭 IC

至桜江 至金城

至広島

至那賀東部
　広域農道

浜田高等学校
今市分校

浜田市役所
旭支所

今市
小学校

旭中学校

5

売却物件
物件
番号 所在地 物件名 地番 地目 地積 最低売却 

価　　格

H22‐3 旭町
丸原

旧旭中学校
寄宿舎

52番２ 宅地 620.96㎡

6,664,000円

69番４ 宅地 57.64㎡
鉄筋コンクリート
造陸屋根
２階建（昭和42年
建築）
用途：寮・宿舎
登記：未登記

549.00㎡

市
有
財
産
売
却
の
お
知
ら
せ

竹
迫
墓
地
を

永
代
貸
借
し
ま
す

動
物
愛
護
週
間

９
月
20
日
㈷
～
26
日
㈰

第
２
回
辺
地
共
聴
施
設
の

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
移
行
支
援

補
助
金
募
集
の
お
知
ら
せ

　

市
で
は
、
一
般
競
争
入
札
に
よ

り
次
の
市
有
財
産
の
売
却
を
行
い

ま
す
。

入
札
参
加
申
込
期
間

９
月
６
日
㈪
～
10
月
８
日
㈮

（
必
着
）

入
札
日　
10
月
21
日
㈭

参
加
資
格

１　

申
請
者
（
入
札
参
加
者
）
と

な
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
個

人
ま
た
は
法
人
と
し
ま
す
。

※　

２
人
以
上
の
連
名
（
共
有
）

で
の
申
請
も
可
能
で
す
。

２　

次
の
事
項
に
該
当
す
る
人
は
、

入
札
に
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

・
市
税
を
滞
納
し
て
い
る
人

・
地
方
自
治
法
施
行
令
第
１
６
７

条
の
４
に
規
定
す
る
制
限
を
受

け
る
人

・
地
方
自
治
法
第
２
３
８
条
の
３

の
規
定
に
該
当
す
る
人

留
意
事
項

・
入
札
事
前
説
明
会
は
行
い
ま
せ

ん
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

・
売
却
物
件
の
事
前
確
認
は
、
入

札
参
加
者
の
責
任
に
お
い
て
必

ず
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
入
札
に
参
加
す
る
場
合
は
、
必

ず
申
込
期
間
内
に
入
札
参
加
申

込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
入
札
参
加
申
込
書
・
入
札
参
加

に
当
た
っ
て
の
留
意
事
項
・
そ

の
ほ
か
入
札
参
加
に
必
要
な
用

紙
は
本
庁
管
財
課
に
あ
り
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
管
財
課
（
☎
内
線
２
４
９)

対
象　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

所
在
地　
竹
迫
町
２
７
３
１
番
２

地
目　
墓
地

面
積　
４
平
方
メ
ー
ト
ル

区
画
数　
51
区
画

永
代
使
用
料　
１
区
画
46
万
円

管
理
料　
１
区
画
５
万
円
（
当
面

10
年
間
分
）

納
入
方
法　
契
約
時
一
括
納
入

申
込
期
間　
９
月
15
日
㈬
ま
で

申
込
方
法　
申
込
用
紙
（
都
市
環

境
整
備
公
社
に
あ
り
ま
す
。）

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

申
込
み
の
際
、
住
民
票
（
個

人
の
写
し
）
と
印
鑑
が
必
要
で

す
。

※　

申
込
区
画
は
１
区
画
の
み
と

し
、
抽
選
に
よ
り
区
画
を
決
定

し
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

都
市
環
境
整
備
公
社
【
市
役
所

田
町
分
室
２
階
（
☎
内
線
１
３

７
）】

　

国
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
移
行

支
援
策
の
拡
充
に
伴
い
、
辺
地
共

聴
施
設
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
移
行

に
伴
う
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
加
入
料
・
共
聴

施
設
撤
去
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

募
集
期
間　
９
月
30
日
㈭
ま
で

※　

年
度
内
に
事
業
が
完
了
で
き

な
い
場
合
は
、
補
助
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。
実
施
で
き
る
期
間

が
短
く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

確
実
に
事
業
が
完
了
で
き
る
場

合
の
み
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

補
助
金
交
付
決
定
の
時
期

平
成
23
年
１
月
上
旬
の
予
定

補
助
金
の
額　
事
業
費
の
１
／
２

程
度

※　

事
業
費
と
世
帯
数
に
よ
っ
て
、

多
少
助
成
額
が
変
動
し
ま
す
。

注
意
事
項

○
補
助
金
の
交
付
が
決
定
さ
れ
る

ま
で
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
へ
の

加
入
契
約
や
共
聴
施
設
撤
去
工

事
の
契
約
は
行
っ
て
は
い
け
ま

せ
ん
。

○
平
成
22
年
度
内
に
事
業
を
完
了

さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
事

業
の
完
了
日
は
、
市
か
ら
共
聴

組
合
へ
補
助
金
の
支
払
が
完
了

し
た
日
と
な
り
ま
す
。し
た
が
っ

て
、
共
聴
施
設
の
撤
去
工
事
に

つ
い
て
は
、
余
裕
を
持
っ
た
工

期
を
設
定
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

補
助
対
象
要
件
な
ど
詳
し
く

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

に
な
る
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
広
報
情
報
課

（
☎
内
線
２
９
７
）

http://w
w
w
.city.ham

ada.
shim

ane.jp/m
achi/bosyu/

h
o
jo

_jo
s
e
i/k

y
o
u
ty

o
u
_

josei.htm
l

　

広
く
国
民
の
間
に
、
動
物
の
愛

護
と
適
正
な
飼
養
に
つ
い
て
の
理

解
と
関
心
を
深
め
る
た
め
、「
動

物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法

律
」
に
基
づ
き
、
動
物
愛
護
週
間

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

守
っ
て
も
ら
い
た
い
こ
と
・
知
っ

て
も
ら
い
た
い
こ
と

○
「
か
わ
い
い
」
と
い
う
気
持
ち

だ
け
で
は
、
生
き
物
は
飼
え
ま
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全
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業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権
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務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

９月側溝消毒予定表
日 曜 実　施　計　画
1 水 小福井団地、汐入団地
2 木 石原団地、内田町
3 金 長浜町１～８
6 月 日脚町、大久保団地、周布町
7 火 治和町２・３・５、津摩町、陽光台
8 水 唐鐘１～９
9 木 国分町1～３、唐鐘10・11、下府町４～６・８
10 金 下府町１～３、下府町、上府町伊甘
13 月 上府町、上府町三宅、外ノ浦町、松原町１～３・６
14 火 松原町４・５・７・８、殿町１・６～８
15 水 殿町２～５、田町２～５
16 木 田町、琵琶町、朝日町１～６・９・10
17 金 朝日町１～４・６～８、牛市町、紺屋町２～５
21 火 紺屋町、天満町、新町、錦町
22 水 蛭子町、栄町、片庭町
24 金 港町１～４
27 月 京町、高田町、清水町、真光町
28 火 原町、瀬戸見町、元浜町
29 水 大辻町、原井町
30 木 原井町、瀬戸ケ島町、港町５

第
７
回
「
市
民
清
掃
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
デ
ー
」
の
取
り
組
み

せ
ん
。
最
期
ま
で
責
任
を
持
っ

て
飼
え
る
か
、
飼
い
始
め
る
前

に
よ
く
考
え
ま
し
ょ
う
。

○
飼
っ
て
い
る
動
物
を
捨
て
る
こ

と
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
終
生
飼
養
は
飼
い
主
の
責

務
で
す
。

○
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

の
実
施
は
、
飼
い
主
の
義
務
で

す
。

○
犬
の
放
し
飼
い
は
し
な
い
。
ね

こ
は
屋
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。

○
人
と
動
物
の
共
通
感
染
症
に
つ

い
て
、
正
し
い
知
識
を
持
ち
、

感
染
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

○
動
物
が
好
き
な
人
ば
か
り
で
は

な
い
こ
と
を
知
っ
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

○
飼
っ
て
い
る
犬
や
ね
こ
が
い
な

く
な
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
探
し
て

く
だ
さ
い
。
保
健
所
や
警
察
に

も
必
ず
届
け
ま
し
ょ
う
。

（
本
庁
く
ら
し
と
環
境
課
）

　

自
主
的
な
環
境
美
化
意
識
を
継

続
・
拡
大
す
る
た
め
に
、
毎
年
10

月
を
「
市
民
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

デ
ー
」
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清

掃
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

　

各
自
治
区
で
の
取
り
組
み
と
な

り
ま
す
の
で
、
実
施
日
や
清
掃
活

動
な
ど
を
確
認
し
て
も
ら
い
、
多

く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
願
い
し

ま
す
（
小
雨
決
行
）。

浜
田

日
時　
10
月
３
日
㈰

午
前
７
時
～
８
時

集
合
場
所　
し
ま
ね
お
魚
セ
ン
タ
ー

前
駐
車
場

清
掃
場
所　
浜
田
漁
港
・
粟
島
公

園
弥
栄

日
時　
10
月
３
日
㈰

清
掃
場
所　
各
集
落
で
実
施

金
城
・
旭
・
三
隅

日
程　
10
月
中
に
実
施
予
定

※　

日
時
・
場
所
な
ど
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
く
ら
し
と
環
境
課
エ
コ
ラ

イ
フ
推
進
係

（
☎
内
線
２
１
８
・
２
２
１
）

各
支
所
市
民
福
祉
課
（
三
隅
支

所
は
福
祉
課
）

今日からおうちで省エネ !!【電子レンジの巻】
～二酸化炭素（ＣＯ ₂）の排出を減らして、地球温暖化を防ごう！～

　調理の際、野菜の下ごし
らえに電子レンジを活用し
てみませんか。環境にやさ
しいだけでなく、家計にも
おトクです。
☆葉菜（ほうれんそう・キャベツ）の場合
【ガスコンロ】年間でガス8.32㎥　約1,290円
【電子レンジ】年間で電気13.21kWh　約290円

年間差額　約1,000円の節約
原油換算6.32ℓ　ＣＯ₂削減量13.0㎏

☆果菜（ブロッコリー・カボチャ）の場合
【ガスコンロ】年間でガス9.10㎥　約1,410円
【電子レンジ】年間で電気15.13kWh　約330円

年間差額　約1,080円の節約
原油換算6.74ℓ　ＣＯ₂削減量13.9㎏

☆根菜（ジャガイモ・里芋）の場合
【ガスコンロ】年間でガス9.48㎥　約1,470円
【電子レンジ】年間で電気22.01kWh　約480円
年間差額　約990円の節約
原油換算5.45ℓ　ＣＯ₂削減量11.6㎏
※　100ｇの食材を、１ℓの水（27度程度）に

入れ煮る場合と、電子レンジで下ごしらえを
した場合（食材の量などにより異なります。）

【一口メモ】
　煮込み料理の野菜は“チン”をしてから鍋へ。
煮崩れも少ないようです。中までしっかり火を
通したいときは、焦げ目をきれいにつけたあと、
電子レンジへ。ガス代の大幅節約になります。
出典　㈶省エネルギーセンター【家庭の省エネ

大事典2009年２月版】
（本庁くらしと環境課）

※　雨天などによる中止の場合、町内会長からの連絡によ
り土曜日に実施することができます。

（本庁くらしと環境課）
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年度
温室効果ガス（㎏） 対前年度 対平成17年度

（基準年度）

二酸化
炭素 メタン 一酸化

二窒素 合計 増減量
（㎏）

増減比
（％）

増減量
（㎏）

増減比
（％）

平成17年度 3,774,131 ─ ─ 3,774,131 ─ ─ ─ ─

平成18年度 3,708,395 30 59 3,708,484 ▲65,647 ▲1.74 ▲65,647 ▲1.74

平成19年度 3,422,412 24 43 3,422,479 ▲286,005 ▲7.71 ▲351,652 ▲9.32

平成20年度 3,256,554 20 41 3,256,615 ▲165,864 ▲4.85 ▲517,516 ▲13.71

平成21年度 3,217,516 25 50 3,217,591 ▲39,024 ▲1.20 ▲556,540 ▲14.75

浜
田
市
ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム

～
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
を

募
集
し
て
い
ま
す
～

浜
田
市
地
球
温
暖
化
対
策

実
行
計
画
達
成
状
況

（
平
成
21
年
度
分
）

ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は

　
「
ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
」は
、

市
民
と
市
が
協
働
で
進
め
る
、
ま

ち
の
美
化
活
動
で
す
。

　

公
共
の
場
の
清
掃
・
美
化
な
ど

の
活
動
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が

実
施
し
、
市
は
清
掃
道
具
・
花
の

球
根
の
提
供
や
ご
み
の
回
収
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
へ
の
加
入
な
ど
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
支
援
し
ま

す
。

　

市
民
の
団
体
・
事
業
者
お
よ
び

市
が
一
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
を
募
集
し
て

い
ま
す

　

市
で
は
、
公
園
や
広
場
な
ど
、

公
共
の
場
所
の
清
掃
・
美
化
活
動

を
し
て
も
ら
え
る
団
体
や
事
業
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

年
に
一
度
、
花
の
苗
や
球
根
も

用
意
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
20
の
団
体
が
「
ま
ち
」

の
清
掃
・
美
化
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
一
緒
に
活
動

し
ま
せ
ん
か
。
ど
う
ぞ
、
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

参
加
の
手
続

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
が
、

広
場
や
公
園
な
ど
、
清
掃
・
美

化
活
動
を
す
る
公
共
の
場
所
を

決
め
、
届
出
を
し
ま
す
（
団
体

ま
た
は
事
業
者
が
対
象
で
す
）。

・
市
と
合
意
書
を
取
り
交
わ
し
ま

す
。

・
市
は
ア
ダ
プ
ト
サ
イ
ン
（
表
示

看
板
）を
設
置
し
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
清
掃
活
動
保
険
に
加
入
し
ま

す
。

・
市
は
必
要
な
清
掃
道
具
（
ご
み

袋
・
軍
手
・
く
ま
で
・
ほ
う
き

な
ど
）を
提
供
し
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
は
清
掃
・
美
化
活
動
な

ど
を
実
施
し
ま
す
。

・
集
め
た
ご
み
は
可
燃
と
不
燃
の

２
種
類
に
分
別
し
、
あ
ら
か
じ

め
市
と
協
議
し
て
決
め
た
集
積

場
所
に
出
し
ま
す
。

・
市
は
ご
み
の
回
収
を
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
く
ら
し
と
環
境
課

（
☎
内
線
２
１
８
・
２
２
１
）

　

市
で
は
「
浜
田
市
地
球
温
暖
化

対
策
実
行
計
画
書
（
エ
コ
オ
フ
ィ

ス
は
ま
だ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ

ラ
ム
）」
に
よ
り
、
自
ら
の
事
務

お
よ
び
事
業
の
実
施
に
伴
っ
て
排

出
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
総
排

出
量
を
毎
年
点
検
し
、
そ
の
結
果

を
公
表
す
る
と
と
も
に
、
実
行
計

画
の
見
直
し
を
行
う
も
の
と
し
て

い
ま
す
。

　

市
に
お
け
る
平
成
21
年
度
の
事

務
お
よ
び
事
業
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
に
伴
い
排
出
さ
れ
る
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
量
お
よ
び
削
減
目
標
の

達
成
状
況
を
算
定
し
ま
し
た
の
で
、

公
表
し
ま
す
。

※　

本
計
画
で
算
出
の
対
象
と
す

る
温
室
効
果
ガ
ス
は
、
温
室
効

果
関
与
度
の
高
い
二
酸
化
炭
素

（
Ｃ
Ｏ
２
）・
メ
タ
ン（
Ｃ
Ｈ
４
）

お
よ
び
一
酸
化
二
窒
素
（
Ｎ
２

Ｏ
）
の
３
種
類
と
し
ま
す
。

達
成
状
況
（
オ
フ
ィ
ス
部
門
）

①
前
年
度
（
平
成
20
年
度
）
と
の

比
較
…
１
・
20
％
減

②
基
準
年
度
（
平
成
17
年
度
）
と

の
比
較
…
14
・
75
％
減

計
画
期
間　
平
成
18
年
度
～
平
成

22
年
度
の
５
年
間

目
標　
オ
フ
ィ
ス
部
門
10
％
削
減

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
く
ら
し
と
環
境
課

（
☎
内
線
２
１
８
・
２
２
１
）

屋
外
広
告
物
適
正
化
旬
間
の

お
知
ら
せ

　

９
月
１
日
㈬
か
ら
10
日
㈮
は
、

「
屋
外
広
告
物
適
正
化
旬
間
」
で

す
。

　

県
で
は
良
好
な
景
観
の
形
成
な

ど
を
目
的
に
屋
外
広
告
物
条
例
を

定
め
て
規
制
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
屋
外
に
は
り
紙
・
看

板
な
ど
を
設
置
す
る
場
合
や
既
に

設
置
し
て
い
る
場
合
は
、
屋
外
広

告
物
の
適
正
な
設
置
・
管
理
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

県
屋
外
広
告
物
条
例
の
ポ
イ
ン
ト

○
屋
外
広
告
物
を
設
置
す
る
に
は
、

事
前
に
市
町
村
長
の
許
可
が
必

要
で
す
（
自
家
用
・
管
理
用
の

１
敷
地
内
合
計
10
㎡
以
内
は
許

可
不
要
で
す
）。

○
屋
外
広
告
物
の
種
類
に
応
じ
て
、

面
積
や
高
さ
な
ど
に
つ
い
て
の

基
準
が
あ
り
ま
す
。

○
屋
外
広
告
物
設
置
工
事
の
発
注

は
、
県
知
事
登
録
済
み
の
屋
外

広
告
業
者
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

○
禁
止
地
域
に
は
屋
外
広
告
物
を

設
置
で
き
ま
せ
ん
。

※　

禁
止
地
域
と
は　
第
１
種
低

層
住
居
専
用
地
域
・
県
立
自
然

公
園
区
域
な
ど
。
詳
し
く
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
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浜田IC

浜田東IC 江津西IC 江津IC

旭IC

瑞穂IC

浜田JCT

千代田JCT 千代田IC

金城
スマートIC

大朝IC

中国自動車道

浜
田
道

山陰道（江津道路）

【凡例】

○：インターチェンジ

△：スマートインターチェンジ
　　　　　　　（ETC専用）

◎：ジャンクション
　　　　　（一般道入出不可）

　　：無料区間

　　：有料区間

※　

た
だ
し
、
次
の
屋
外
広
告
物

を
設
置
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

・
自
己
の
氏
名
・
名
称
・
事
業
ま

た
は
事
業
内
容
を
、
自
己
の
住

所
・
営
業
所
・
事
業
所
の
敷
地

内
に
表
示
す
る
広
告
物
お
よ
び

自
己
の
管
理
す
る
土
地
・
建
物

に
管
理
上
表
示
す
る
広
告
物（
１

敷
地
内
合
計
７
㎡
以
内
に
限
り

ま
す
。）

・
町
内
会
の
住
宅
案
内
図
・
自
己

の
住
所
・
主
要
な
観
光
地
・
事

業
所
ま
た
は
営
業
所
に
係
る
名

称
・
距
離
・
方
向
の
み
を
表
示

す
る
広
告
物
（
記
載
内
容
・
面

積
・
高
さ
な
ど
に
制
限
が
あ
り

ま
す
。）

○
設
置
後
の
屋
外
広
告
物
は
、
適

切
に
補
修
を
行
う
な
ど
、
良
好

な
状
態
で
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

○
必
要
な
く
な
っ
た
屋
外
広
告
物

は
速
や
か
に
撤
去
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
建
設
企
画
課
都
市
計
画
係

（
☎
内
線
５
７
２
）

http://w
w
w
.city.ham

ada.
shim

ane.jp/kurashi/toshi/
koukoku.htm

l

県
都
市
計
画
課
景
観
政
策
室

（
☎
０
８
５
２
�
６
１
４
３
）

http://w
w
w
.pref.shim

ane.
lg.jp/environm

ent/nature/

keikan/okugai/

高
速
道
路
無
料
化
社
会
実
験
中

（
平
成
23
年
３
月
末
日
ま
で
）

放
置
さ
れ
た
空
き
家
の

持
主
な
ど
の
皆
さ
ん
へ

住
宅
入
居
者
募
集

　

無
料
化
社
会
実
験
区
間
と
な
る

浜
田
道
・
山
陰
道（
江
津
道
路
）は
、

従
来
ど
お
り
の
方
法
（
有
料
時
と

同
じ
方
法
）
で
料
金
所
を
通
行
し

て
く
だ
さ
い
。

・
浜
田
道
で
広
島
方
面
を
利
用
す

る
際
は
、
千
代
田
Ｊ
Ｃ
Ｔ
で
は

一
般
道
の
出
入
り
が
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
無
料
区
間
最
後
の
出

口
は
大
朝
Ｉ
Ｃ
と
な
り
ま
す
。

・
金
城
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
は
、
Ｅ
Ｔ

Ｃ
搭
載
車
限
定
で
す
。
Ｅ
Ｔ
Ｃ

を
搭
載
し
て
い
な
い
車
は
利
用

で
き
ま
せ
ん
。

・
無
料
化
社
会
実
験
区
間
を
越
え

て
利
用
し
た
場
合
は
、
有
料
と

な
り
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
の
無
料
化
社
会
実
験

区
間
や
高
速
道
路
料
金
に
つ
い
て

は
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本
お
客
さ
ま

セ
ン
タ
ー
（
☎
０
１
２
０
︲
９

２
４
８
６
３
）

※　

フ
リ
ー
コ
ー
ル
が
利
用
で
き

な
い
人
は
、
☎
０
６
︲
６
８
７

６
︲
９
０
３
１

http://w
w
w
.w

-nexco.co.jp/

住
宅

住
み
よ
い
安
全
な
環
境
を
作
り
ま

し
ょ
う
！

　

最
近
、
荒
廃
し
た
状
態
で
放
置

さ
れ
て
い
る
空
き
家
を
よ
く
見
か

け
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
中
に
は
、
倒
壊
の
お

そ
れ
の
あ
る
も
の
や
、
屋
根
葺
き

材
・
外
壁
が
道
路
や
隣
地
へ
落
下

し
て
危
険
な
も
の
も
あ
り
、
近
隣

の
住
民
な
ど
に
迷
惑
を
か
け
て
い

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

当
該
建
築
物
ま
た
は
そ
の
敷
地

の
所
有
者
・
管
理
者
ま
た
は
占
有

者
は
、
保
安
上
ま
た
は
衛
生
上
適

正
と
な
る
よ
う
に
、
建
築
物
の
維

持
・
管
理
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
今
一
度
、
安
全
点
検
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
建
築
住
宅
課
指
導
係

（
☎
内
線
５
６
２
）

金
城
（
若
者
定
住
向
け
公
社
賃
貸

住
宅
）

受
付
期
間　
９
月
１
日
㈬
～
14
日

㈫
募
集
住
宅　
グ
リ
ー
ン
ハ
イ
ツ

間
取
り　
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ

所
在
地　
下
来
原

建
築
年
度　
平
成
６
年
度

戸
数　
１
戸
（
２
階
）

家
賃　
月
額
３
０
、
０
０
０
円

敷
金　
家
賃
の
月
額
の
３
か
月
分

入
居
資
格　
次
に
掲
げ
る
条
件
を

す
べ
て
満
た
し
て
い
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

・
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
で
あ
る
人 

・
家
賃
そ
の
ほ
か
居
住
に
必
要
な

経
費
の
支
払
が
確
実
に
履
行
で

き
る
人

・
家
賃
な
ど
の
支
払
に
つ
い
て
、

確
実
な
２
人
の
連
帯
保
証
人
が

あ
る
人

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市
金
城
支
所
建
設
課

（
☎
�
１
２
３
６
）
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第
30
回
美
又
温
泉
ま
つ
り

～
石
見
神
楽
定
期
公
演
～

旭
温
泉
湯
っ
た
り
神
楽

ご
存
知
で
す
か
？

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度

産
業
・
地
域
活
性
化

　

金
城
自
治
区
内
の
神
楽
社
中
に

よ
る
石
見
神
楽
上
演
を
行
い
ま
す
。

日
程

９
月
３
日
㈮　

今
福
神
楽
社
中

４
日
㈯　

青
原
神
楽
社
中

10
日
㈮　
下
来
原
西
組
神
楽
社
中

11
日
㈯　
波
佐
常
磐
倶
楽
部
社
中 

17
日
㈮　

伊
木
神
楽
社
中

18
日
㈯　

上
来
原
神
楽
社
中

19
日
㈰　

小
笹
神
楽
社
中

23
日
㈷　

久
佐
西
組
神
楽
社
中

24
日
㈮　

若
林
神
楽
社
中

25
日
㈯　

久
佐
東
神
楽
社
中

時
間　
午
後
８
時
30
分
～

場
所　
美
又
温
泉
会
館
２
階

料
金　
無
料

問
い
合
わ
せ
先

市
金
城
支
所
産
業
課

（
☎
�
１
２
３
３
）

　

旭
自
治
区
内
全
11
神
楽
団
体
に

よ
る
神
楽
上
演
を
行
い
ま
す
。

　

舞
台
で
は
な
く
、
地
元
の
秋
祭

り
の
感
覚
で
身
近
に
神
楽
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
、
来
場
者
に
は
神

楽
道
具
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
や
神
楽
衣

装
の
装
着
体
験
が
あ
り
ま
す
。
情

熱
の
舞
「
旭
の
神
楽
」
を
体
験
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

日
程

９
月
４
日
㈯　

丸
原
神
楽
社
中

11
日
㈯　

今
市
神
楽
社
中

10
月
２
日
㈯　

本
郷
神
楽
社
中

９
日
㈯　

来
尾
神
楽
団

16
日
㈯　

木
田
神
楽
社
中

23
日
㈯　

戸
川
神
楽
社
中

30
日
㈯　

重
富
神
楽
社
中

11
月
６
日
㈯　

和
田
神
楽
会

13
日
㈯　

市
木
神
社
神
楽
団

20
日
㈯　

都
川
神
楽
団

27
日
㈯　

坂
本
神
楽
社
中

時
間　
午
後
８
時
30
分
～
10
時

場
所　
旭
温
泉
あ
さ
ひ
荘
別
館

料
金　
無
料

問
い
合
わ
せ
先

市
旭
支
所
産
業
課

（
☎
�
１
４
３
６
）

　

中
小
企
業
退
職
金
共
済
（
中
退

共
）
の
制
度
な
ら
、
掛
金
に
国
の

助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

国
の
制
度
だ
か
ら
安
心
・
確
実

・
新
規
加
入
や
掛
金
月
額
を
増
額

す
る
場
合
、
掛
金
の
一
部
を
国

が
助
成
し
ま
す
。

・
掛
金
は
全
額
非
課
税
で
、
手
数

料
も
か
か
り
ま
せ
ん
。

外
部
積
立
型
だ
か
ら
管
理
が
簡
単

・
従
業
員
ご
と
の
納
付
状
況
や
退

職
金
試
算
額
を
事
業
主
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

※　

中
退
共
は
、
適
格
退
職
年
金

制
度
か
ら
の
移
行
先
で
す
。

※　

パ
ー
ト
職
員
も
加
入
で
き
ま

す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
先

（独）
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
中

小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

（
☎
０
３
‐
３
４
３
６
‐
０
１

５
１
）

土
地
・
家
屋
に
関
す
る
変
更

が
あ
っ
た
場
合
の
手
続

税
務
・
納
税

　

本
庁
税
務
課
ま
た
は
各
支
所
自

治
振
興
課（
三
隅
支
所
は
市
民
課
）

の
窓
口
へ
家
屋
解
体
届
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
滅
失
（
解
体
）
し
た
家

屋
が
登
記
家
屋
の
場
合
は
、
松
江

地
方
法
務
局
（
浜
田
支
局
）
へ
建

物
滅
失
（
解
体
）
の
登
記
を
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

納
税
義
務
者
と
な
り
ま
す
。

２　
亡
く
な
っ
た
年
の
う
ち
に
法

務
局
へ
相
続
に
よ
る
所
有
権
移

転
登
記
が
で
き
な
か
っ
た
場
合

・
亡
く
な
っ
た
人
の
相
続
人
が
納

税
義
務
者
と
な
り
ま
す
の
で
、

相
続
人
の
中
か
ら
代
表
者
を
定

め
て
届
出
を
し
て
も
ら
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。
相
続
人
代
表
者

指
定
届
を
本
庁
税
務
課
ま
た
は

各
支
所
自
治
振
興
課
（
三
隅
支

所
は
市
民
課
）
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

売
買
な
ど
に
よ
る
所
有
権
移
転

土
地
・
登
記
家
屋

　

売
買
な
ど
に
よ
り
所
有
者
が
変

更
と
な
っ
た
場
合
は
、
法
務
局
へ

所
有
権
移
転
登
記
の
申
請
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

未
登
記
家
屋

　

売
買
な
ど
に
よ
り
所
有
者
が
変

更
と
な
っ
た
場
合
は
、
本
庁
税
務

課
ま
た
は
各
支
所
自
治
振
興
課（
三

隅
支
所
は
市
民
課
）
の
窓
口
へ
未

登
記
家
屋
所
有
者
変
更
届
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

家
屋
を
滅
失（
解
体
）し
た
と
き

土
地
・
家
屋
の
所
有
者
に

変
更
が
あ
っ
た
と
き

相
続
に
よ
る
所
有
権
移
転
（
所
有

者
が
亡
く
な
っ
た
と
き
）

　

松
江
地
方
法
務
局（
浜
田
支
局
）

へ
相
続
に
よ
る
所
有
権
移
転
登
記

の
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

相
続
登
記
が
遅
れ
る
場
合
は
、

相
続
人
の
中
か
ら
代
表
者
を
定
め

て
市
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

１　
亡
く
な
っ
た
年
の
12
月
末
ま

で
に
法
務
局
へ
相
続
に
よ
る
所

有
権
移
転
登
記
を
し
た
場
合

・
登
記
さ
れ
た
新
し
い
所
有
者
が

固
定
資
産
税
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ　

住
宅
を
解
体
し
た
の
に
税
額

が
上
が
っ
た
の
は
な
ぜ
で
す

か
？

　

私
の
土
地（
１
８
０
㎡
）は
、

昨
年
の
10
月
に
一
戸
建
て
住
宅
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・
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子
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て

♦❖♦❖♦❖♦❖♦❖♦❖♦❖♦❖♦❖♦❖♦❖♦❖♦❖♦❖♦❖♦❖♦❖♦❖♦❖♦❖♦❖♦❖♦❖♦❖♦❖♦❖♦❖♦
❖
♦
❖
♦
❖
♦
❖
♦
❖
♦
❖
♦
❖
♦
❖
♦
❖
♦
❖
♦
❖
♦
❖
♦
❖
♦
❖
♦
❖
♦
❖
♦
❖
♦
❖
♦
❖
♦
❖
♦
❖
♦
❖
♦
❖
♦
❖
♦
❖
♦
❖
♦
❖
♦
❖
♦
❖
♦
❖
♦
❖
♦
❖
♦
❖ ♦❖♦❖♦❖♦❖♦❖♦❖♦❖♦❖♦❖♦❖♦❖♦❖♦❖♦❖♦❖♦❖♦❖♦❖♦❖♦❖♦❖♦❖♦❖♦❖♦❖♦❖♦❖

♦
❖
♦
❖
♦
❖
♦
❖
♦
❖
♦
❖
♦
❖
♦
❖
♦
❖
♦
❖
♦
❖
♦
❖
♦
❖
♦
❖
♦
❖
♦
❖
♦
❖
♦
❖
♦
❖
♦
❖
♦
❖
♦
❖
♦
❖
♦
❖
♦
❖
♦
❖
♦
❖
♦
❖
♦
❖
♦
❖
♦
❖
♦
❖
♦

を
解
体
し
た
た
め
、
現
在
は
空

き
地
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年

度
か
ら
、
家
屋
の
税
金
が
か
か

ら
な
い
の
で
税
金
が
安
く
な
る

と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
逆

に
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
な
ぜ

で
す
か
？

Ａ　

住
宅
用
地
に
は
、
課
税
標
準

額
を
軽
減
す
る
た
め
の
特
例
措

置
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
特
例
が

受
け
ら
れ
る
の
は
、
１
月
１
日

現
在
、
現
実
に
住
宅
の
敷
地
と

し
て
利
用
し
て
い
る
土
地
に
限

り
ま
す
。

　

あ
な
た
の
場
合
は
、
昨
年
度

ま
で
は
小
規
模
住
宅
用
地
と
し

て
課
税
標
準
額
を
価
格
の
１
／

６
と
す
る
特
例
が
適
用
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
家
屋
の
解
体
に

よ
り
今
年
度
か
ら
特
例
の
適
用

が
な
く
な
っ
た
た
め
、
土
地
の

課
税
標
準
額
が
上
が
り
、
結
果

と
し
て
、
税
額
が
増
え
た
の
で

す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
税
務
課
資
産
税
第
一
・
第

二
係
（
☎
内
線
２
３
３
・
２
３

４
・
２
３
６
・
２
３
７
）

子
ど
も
手
当
の

申
請
に
つ
い
て

独
身
男
女
出
会
い
応
援
事
業

～
は
ま
だ
の
魅
力
・

わ
た
し
の
魅
力
再
発
見
～

子
育
て

　

子
ど
も
手
当
の
申
請
は
お
済
み

で
す
か
？

　

子
ど
も
手
当
は
、
今
年
４
月
に

施
行
さ
れ
、
０
歳
か
ら
中
学
校
修

了
前
の
子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る

人
に
支
給
し
て
い
ま
す
。

　

３
月
31
日
現
在
、
児
童
手
当
を

受
給
し
て
い
な
い
人
や
、
中
学
生

を
養
育
し
て
い
る
人
で
申
請
が
済

ん
で
い
な
い
人
は
、
９
月
30
日
㈭

ま
で
に
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

９
月
30
日
ま
で
に
申
請
を
行
え
ば

４
月
分
か
ら
の
支
給
と
な
り
ま
す

が
、
９
月
30
日
を
過
ぎ
る
と
申
請

を
し
た
翌
月
分
か
ら
の
支
給
と
な

り
ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
子
育
て
支
援
課

（
☎
内
線
１
６
２
・
１
６
７
）

各
支
所
市
民
福
祉
課
（
三
隅
支

所
は
福
祉
課
）

　

市
で
は
、
男
女
の
出
会
い
を
応

援
す
る
事
業
〝
は
ま
だ
の
魅
力
・

わ
た
し
の
魅
力
再
発
見
〟
を
開
催

し
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
浜
田
の

豊
か
な
自
然
に
触
れ
、
浜
田
の
す

ば
ら
し
い
「
風
景
」
や
「
食
」「
人
」

に
出
会
い
、
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を

通
し
て
、
地
域
や
自
分
の
魅
力
を

再
発
見
す
る
も
の
で
す
。

対
象　
成
人
の
独
身
男
女
、
お
お

む
ね
45
歳
ま
で
（
た
だ
し
、
学

生
は
除
き
ま
す
。）

日
時　
９
月
25
日
㈯

午
前
８
時
30
分
～
午
後
３
時

場
所　
梨
園
（
旭
町
）・
森
の
公

民
館
（
金
城
町
）

定
員　
男
女
各
15
人
（
予
定
）

※　

応
募
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

と
な
り
ま
す
。

料
金　
男
性
３
、
０
０
０
円
・
女

性
２
、
５
０
０
円
（
食
事
代
な

ど
）

申
込
締
切
日　
９
月
10
日
㈮

申
込
方
法　
申
込
用
紙
（
本
庁
お

よ
び
各
支
所
市
民
ロ
ビ
ー
に
あ

り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま

す
。）
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
詳

し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
１
２
５
３
）

健
康
・
福
祉

歩
く
健
康
づ
く
り
普
及
事
業

～
健
康
ウ
ォ
ー
ク
in
弥
栄
～

日
時　
９
月
24
日
㈮（
小
雨
決
行)

受
付
時
間　
午
前
９
時
～

出
発
時
間　
午
前
10
時

コ
ー
ス　
弥
栄
会
館
か
ら
ふ
る
さ

と
体
験
村
を
巡
る
コ
ー
ス
（
約

６
㎞
）

参
加
費　
２
０
０
円（
昼
軽
食
代
）

※　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
終
了
後
、
市

食
生
活
改
善
推
進
員
弥
栄
支
部

に
よ
る
昼
軽
食
が
出
ま
す
。

※　

保
険
料
は
浜
田
市
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
協
会
が
負
担
し
ま
す
。

申
込
締
切
日　
９
月
20
日
㈷
（
当

日
参
加
も
で
き
ま
す
。）

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市
弥
栄
支
所
市
民
福
祉
課
保
健

衛
生
係
（
☎
�
２
６
５
６
）

市
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会

西
川
さ
ん
（
☎
０
９
０
‐
９
５

０
７
‐
１
７
５
５
）

　市税・国民健康保険料（税）・後期高齢者医療
保険料の納付・納付相談について、平日夜間
窓口を開設します。仕事などで日中の納付・
納付相談が困難な人や納め忘れていた人は、
ぜひ利用してください。
期間　９月27日㈪・28日㈫・30日㈭

午後５時30分～７時30分
場所　市役所本庁２階徴収課⑰番窓口
※　本庁川側地階入口からお入りください。
問い合わせ先

本庁徴収課
（☎内線２１３・２１５）

市税・国民健康保険料（税）・
後期高齢者医療保険料

夜間納付窓口を開設します
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♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧

浜
田
圏
域
７
０
２
４

よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

島
根
県
看
護
学
生
修
学
資
金

（
特
別
資
金
）
貸
与
生
の
募
集

　

浜
田
圏
域
で
は
、
80
歳
で
自
分

の
歯
を
20
本
以
上
保
つ
８
０
２
０

運
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
が
、
そ

の
前
段
と
し
て
70
歳
で
自
分
の
歯

を
24
本
以
上
保
持
し
て
努
力
し
て

い
る
人
を
表
彰
し
、
地
域
住
民
の

皆
さ
ん
に
歯
科
保
健
に
対
す
る
関

心
を
高
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

に
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　
浜
田
市
・
江
津
市
在

住
の
今
年
満
70
歳
～
79
歳
に
な

る
人
（
昭
和
６
年
～
15
年
生
ま

れ
）
で
、
自
分
の
歯
が
十
分
機

能
し
て
い
て
24
本
以
上
あ
る
人

（
過
去
に
標
記
コ
ン
ク
ー
ル
に

参
加
し
た
人
は
除
き
ま
す
。）

応
募
締
切
日　
10
月
20
日
㈬

応
募
方
法　
か
か
り
つ
け
の
歯
科

医
院
ま
た
は
最
寄
り
の
歯
科
医

院
へ
申
込
み
を
し
て
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

※　

島
根
県
歯
科
医
師
会
会
員
の

歯
科
医
院
で
受
診
し
て
く
だ
さ

い
（
料
金
無
料
）。

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
保
健
所
健
康
増
進
グ
ル
ー

プ
（
☎
�
５
５
５
２
）

　

県
外
の
看
護
師
養
成
施
設
の
最

終
学
年
に
在
学
し
、
卒
業
後
、
県

内
の
医
療
機
関
な
ど
に
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー

ン
し
て
も
ら
え
る
看
護
学
生
に
修

学
資
金
を
貸
与
し
ま
す
。

対
象　
県
外
の
看
護
師
養
成
施
設

の
最
終
学
年
に
在
学
し
て
い
る

看
護
学
生

募
集
人
数　
70
人
程
度

貸
与
額　
年
額
60
万
円

募
集
締
切
日　
９
月
30
日
㈭

※　

県
内
の
医
療
機
関
な
ど
（
指

定
機
関
）
に
就
職
し
、
引
き
続

き
５
年
以
上
看
護
師
の
業
務
に

従
事
す
る
な
ど
、
一
定
の
要
件

を
満
た
せ
ば
、
返
還
が
免
除
さ

れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

県
医
療
政
策
課
（
☎
０
８
５
２

�
６
２
７
７
・
▢ＦＡＸ
０
８
５
２
�

６
０
４
０
）

食 育 コラムコラム 地産地消の推進
秋さばをおいしく食べて、動脈硬化を予防しよう！

　浜田市食育推進計画の重点目標の一つとして
取り組んでいる「地元の食材を知り、購入し、
活用する。」地産地消について紹介します。
　ひと昔前では、地元で採れた物を地元で食べ
るということは当たり前のことでしたが「食の
グローバル化」「飽食化の進展」の中で、輸入
農産物も増加し、産地と消費者の距離はどんど
ん遠くなってきています。
　人々が暮らす地域とそこで採れる農水産物は､ 
健康作りに深いかかわりを持っていましたが、

※　次回10月号は、『子育て』についてのコラムを掲載します。　　　　　（市金城支所市民福祉課）

いつの間にか忘れさられようとしています。
　「食の安全安心・健康・環境や文化の面」から、
今、改めて「地産地消」の重要性が見直されて
います。
　私たちのまちでは、優れた農水産物に恵まれ、
四季を通じて新鮮でおいしい食材を食べること
ができます。今回はさばを使った郷土料理を紹
介します。ぜひ、家庭の食卓に取り入れてみま
しょう。

①２㎝の小口切りにしたさばはＡの調味料を煮立
て、炒りつけ、とっておく。

②にんじん・ごぼう・こんにゃくはゆでる。
③Ｂの調味料を合わせ煮立て、かたいものから順
に入れて煮る。

④最後にさばとねぎを入れる。

さば………………………片身
Ａ　砂糖…………………小さじ１

酒……………………小さじ１
みりん………………小さじ１
しょうゆ（濃口）…小さじ１

にんじん（いちょう）…１／２本
焼き豆腐（さいの目）…１個
糸こんにゃく……………60ｇ
白菜（短冊）……………２枚
ごぼう（小口）……１／４本
ねぎ（小口）……………30ｇ
Ｂ　しょうゆ（濃口）…大さじ１弱

砂糖…………………大さじ１
みりん………………大さじ１／２
酒……………………大さじ１／２
水……………………40ｇ

　漁師が船上で獲りたてのさばを使って、しょう
ゆと水を一緒に煮たて、その中に薄くそぎ切りに
したさばをさっと煮て、食べたのが始まりです。
その後、家庭でさばを炒りつけ、野菜・きのこ・
豆腐など加え「さばの煮食い」となりました。お
いしく、健康によい食べ方に変化しながら、漁港
のまちの家庭料理として今に伝わっています。

さばの煮食い（４人分）
材
料

作り方

由　来

学校給食センター献立資料提供
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全
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産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

胃がん検診（予約不要）　　対象　40歳以上

大腸がん検診　　対象　40歳以上
　三隅自治区において、集団の特定健康診査・後期高齢者
健康診査と同時に実施します。事前に容器を送付しますの
で、健診当日に採便した容器を提出してください。詳しく
は、三隅支所福祉課（☎�２８０６）にお問い合わせくだ
さい。

実施日 受付時間 会　　　場

三
隅

10月19日㈫
 8:30～11:00 三隅保健センター
13:30～14:30 井野公民館

10月20日㈬
 8:30～10:00 岡見公民館
13:30～14:30 三保公民館

実施日 受付時間 会　　　場
浜
田 10月16日㈯  9:00～15:00 浜田市役所

三
隅

10月４日㈪
 9:00～11:30 黒沢公民館
13:30～15:00 白砂公民館

10月５日㈫  9:00～15:00 みのり会館
10月６日㈬  9:00～15:00 岡見公民館
10月７日㈭  9:00～15:00 三保公民館
10月14日㈭  9:00～15:00 市役所三隅支所
10月30日㈯  9:00～15:00 三隅保健センター

実施日 検診名 受付時間 会　場

10月16日㈯
乳がん検診  9：00～15：00

浜田市役所
子宮頸がん検診  9：30～15：30

10月30日㈯
乳がん検診  9：00～15：00

三隅保健センター
子宮頸がん検診  9：30～15：30

乳がん検診　　対象　35歳以上の女性
※　予約が必要です（検診日の２か月前から受付開始）。
申込先　県環境保健公社（☎�７４４２）

休日検診
　どちらか一方の検診のみの受診も可能です。
※　子宮頸がん検診の受付時間を15：30まで延長しました。
※　乳がん検診は、予約が必要で、定員は60人です。
申込先　県環境保健公社（☎�７４４２）

実施日 受付時間 会　　　場
浜
田９月６日㈪ 13:00～13:30 美川西ふれあいセンター

弥
栄９月６日㈪

 8:30～ 9:00 老人福祉センター
10:00～11:00 弥栄会館

実施日 受付時間 会　　　場

浜
田９月15日㈬

 9:00～ 9:20 石見公民館
 9:50～10:10 国府公民館
10:40～11:00 浜田保健所
13:00～13:20 周布公民館
13:40～14:00 長浜公民館
14:20～14:40 美川公民館

金
城

９月13日㈪
13:30～14:00 今福公民館（ふれあい会館）
14:30～15:00 みどりかいかん

９月14日㈫

 9:00～ 9:20 小笹集会所
 9:50～10:10 久佐公民館（くざ会館）
10:40～11:00 美又公民館（みまた会館）
13:00～13:20 波佐公民館（ときわ会館）
13:50～14:10 小国公民館（おぐに会館）
14:40～15:00 かたらいの家

旭９月13日㈪

 7:30～ 8:00 旭保健センター
 8:40～ 8:50 木田生活改善センター
 9:30～ 9:40 重富生活改善センター
10:20～10:30 市木生活改善センター
11:10～11:20 都川高齢者活動促進センター

弥
栄 10月６日㈬

14:00～14:15 老人福祉センター
14:45～15:00 弥栄会館

三
隅

９月16日㈭

 9:00～ 9:20 三保公民館
10:00～10:20 みのり会館
10:50～11:10 市役所三隅支所
11:30～11:50 岡見公民館
13:30～13:50 黒沢公民館
14:10～14:30 白砂公民館

10月27日㈬ 14:30～15:00 河内集会所

※　胃がん検診は空腹状態でないと受診できません。受診
６時間前には必ず食事を済ませてください。午後からの
受付については、検診当日の軽い朝食は結構です。

　11月以降のがん検診日程については、「平成22年度
各種健（検）診日程表」をご覧ください。
※　今年度から各種がん検診は、無料で受診すること
ができます。

問い合わせ先
本庁地域医療対策課健康推進係
（☎内線１４６・１６９）
各支所市民福祉課（三隅支所は福祉課）

９・10 月各種がん検診の日程

避けたほうが良い食品　肉類・貝類・天ぷら・ラー
メン・ねり製品・こんにゃく・海藻類・きのこな
ど

　

税
関
で
は
、
終
戦
後
に
外
地
か

ら
引
き
揚
げ
て
き
た
人
た
ち
が
、

税
関
な
ど
に
預
け
た
通
貨
や
証
券

な
ど
を
返
還
し
て
い
ま
す
が
、
今

な
お
引
き
取
り
手
が
な
く
、
保
管

さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
も
の

が
多
数
あ
り
ま
す
。

　

本
人
は
も
と
よ
り
、
家
族
で
も

心
当
た
り
の
あ
る
人
は
、
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

税
関
で
保
管
し
て
い
る
通
貨
・

証
券
な
ど
は
、
次
の
も
の
で
す
。

・
上
陸
地
の
税
関
・
海
運
局
に
預

け
た
通
貨
・
証
券
な
ど
（
上
陸

地
扱
保
管
物
件
）

・
帰
国
前
に
在
外
公
館
や
日
本
人

自
治
会
な
ど
に
預
け
た
通
貨
・

証
券
な
ど
の
う
ち
、
そ
の
後
日

本
に
返
還
さ
れ
た
も
の
（
外
地

扱
保
険
物
件
）

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
税
関
支
署

（
☎
�
０
３
６
６
）

税
関
で
保
管
し
て
い
る

通
貨・証
券
な
ど
を

返
還
し
て
い
ま
す

肺がん検診
　【Ｘ線検査】対象　40歳～64歳以下
　【喀痰検査】対象　50歳～64歳以下（必要者のみ）
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（独）
自
動
車
事
故
対
策
機
構
で
は
、

自
動
車
事
故
に
よ
り
死
亡
し
た
人
、

ま
た
は
重
度
の
後
遺
障
害
に
な
っ

た
人
の
子
ど
も
（
０
歳
か
ら
中
学

生
ま
で
）
に
対
し
、
無
利
子
の
育

成
資
金
を
貸
付
け
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
自
動
車
事
故
に
よ
っ
て
頭

部
ま
た
は
脊
髄
に
損
傷
を
受
け
、

重
度
の
後
遺
障
害
を
残
し
、
常
時

ま
た
は
随
時
介
護
を
要
す
る
人
へ

介
護
料
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

交
通
遺
児
等
育
成
資
金
貸
付

貸
付
申
込
者　
子
ど
も
を
扶
養
し

て
い
る
保
護
者

貸
付
金
額（
子
ど
も
１
人
に
つ
き
）

・
一
時
金　

１
５
５
、
０
０
０
円

・
貸
付
期
間
中

　
　
　
　

毎
月
２
０
、
０
０
０
円

・
小
中
学
校
入
学
時

　

入
学
支
度
金
４
４
、
０
０
０
円

貸
付
期
間　
貸
付
け
が
決
定
し
た

月
か
ら
中
学
校
卒
業
の
月
ま
で

返
還
期
間　
中
学
校
卒
業
後
、
１

年
据
え
置
い
て
か
ら
月
賦
な
ど

に
よ
る
20
年
以
内
の
均
等
払
い

で
返
還

※　

た
だ
し
、
高
校
・
大
学
な
ど

へ
進
学
し
た
場
合
、
在
学
中
は

返
還
を
猶
予
し
ま
す
。

期
間　
老
人
の
日
・
老
人
週
間

９
月
15
日
㈬
～
21
日
㈫

対
象　
県
内
に
在
住
す
る
年
内
に

満
65
歳
以
上
（
昭
和
20
年
12
月

31
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）
に

な
る
人

※　

た
だ
し
、
①
県
立
美
術
館
・

④
県
立
古
代
出
雲
歴
史
博
物
館
・

⑤
ゴ
ビ
ウ
ス
・
⑥
サ
ヒ
メ
ル
・

⑦
ア
ク
ア
ス
・
⑧
県
立
石
見
美

　

精
神
疾
患
や
精
神
障
害
に
つ
い
て

正
し
く
理
解
し
て
、
共
に
生
き
る

地
域
社
会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

こ
の
講
座
は
、
精
神
障
害
者
の
生

活
や
社
会
参
加
を
支
援
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
育
成
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

場
所　
浜
田
保
健
所

定
員　
先
着
30
人

※　

原
則
、
４
回
の
講
座
を
す
べ

て
受
講
で
き
る
人
（
経
験
や
資

格
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
。）

料
金　
無
料

修
了
証
書　
４
回
の
講
座
を
す
べ

て
受
講
し
た
人
に
交
付
し
ま
す
。

申
込
締
切
日　
９
月
30
日
㈭

申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

浜
田
保
健
所
健
康
増
進
グ
ル
ー

プ
（
☎
�
５
５
５
０
・
▢ＦＡＸ
�
７

０
０
９
）

重
度
後
遺
障
害
者
介
護
料
支
給

受
給
資
格
者　
自
賠
責
認
定
通
知

書
が
１
級
１
号
・
２
号
ま
た
は

２
級
１
号
・
２
号
の
人
（
平
成

14
年
３
月
31
日
以
前
に
つ
い
て

は
、
１
級
３
号
・
４
号
ま
た
は

２
級
３
号
・
４
号
の
人
）
お
よ

び
こ
れ
と
同
等
で
あ
る
と
機
構

が
判
断
し
た
人

申
請
者　
受
給
資
格
者
の
法
定
代

理
人
ま
た
は
扶
養
し
て
い
る
人

介
護
料　
月
額
２
９
、
２
９
０
円

～
１
３
６
、
８
８
０
円
の
範
囲

で
症
状
に
応
じ
て
支
給

支
給
期
間　
申
請
書
類
を
受
理
し

た
月
か
ら
介
護
料
を
支
給
す
る

事
由
が
消
滅
し
た
月
ま
で

問
い
合
わ
せ
先

　

（独）
自
動
車
事
故
対
策
機
構
島
根

支
所
（
☎
０
８
５
２
�
４
８
８

０
・
▢ＦＡＸ
０
８
５
２
�
４
８
８
７
）

交
通
遺
児
な
ど
へ
の

育
成
資
金
貸
付・介
護
料
の

支
給
制
度

「
老
人
の
日・老
人
週
間
」

に
県
立
施
設
が
無
料
で
利
用

で
き
ま
す

こ
こ
ろ
の
健
康
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

講
座
受
講
生
募
集

対象施設
施　　設　　名 開館（園）時間

①県立美術館 午前10時～日没後30分まで
②県立八雲立つ風土記の丘展示学習館 午前９時～午後５時
③花ふれあい公園「しまね花の郷」午前９時30分～午後５時
④県立古代出雲歴史博物館 午前９時～午後６時
⑤県立宍道湖自然館ゴビウス 午前９時30分～午後５時
⑥県立三瓶自然館サヒメル 午前９時30分～午後５時
⑦県立しまね海洋館アクアス 午前９時～午後５時
⑧県立石見美術館 午前10時～午後６時

講座内容
回 日　時 内　　　　容

１ 10月６日㈬
13：30～16：30

こころの病気に
ついて理解を深
めよう

・精神科専門医師によるこ
ころの病気についての講
義

２ 10月15日㈮
13：00～16：30

こころの病気や
障害のある人へ
の支援について
考えよう

・体験発表
・精神科専門病院の相談員
による精神障害者への支
援と対応についての説明

・浜田地域の精神保健福祉
サービスの現状と課題に
ついての説明

３ 10月19日㈫～
21日㈭

地域の社会資源
を知り交流しよ
う

・すみれ会共同作業所
・江津市地域活動支援セン
ター（さくらんぼのお家）

・地域生活支援センターオ
アシス

・通所授産施設アクティブ
工房

４ 10月29日㈮
13：30～16：00

こころの健康ボ
ランティアの役
割について考え
よう

・講義
・ボランティア組織の活動
状況発表など
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

術
館
に
つ
い
て
は
、
県
内
外
を

問
い
ま
せ
ん
。

手
続
方
法　
各
自
で
入
館
時
に
年

齢
と
住
所
の
確
認
が
で
き
る
も

の
（
運
転
免
許
証
や
保
険
証
な

ど
）
を
提
示
す
る
。

※　

た
だ
し
、
④
県
立
古
代
出
雲

歴
史
博
物
館
・
⑤
ゴ
ビ
ウ
ス
に

つ
い
て
は
、
口
頭
で
申
告
す
る

の
み
で
す
。

休
館
（
園
）
日　
９
月
21
日
㈫

（
③
花
ふ
れ
あ
い
公
園
「
し
ま

ね
花
の
郷
」
は
無
休
で
す
。）

※　

施
設
へ
の
交
通
ア
ク
セ
ス
な

ど
詳
し
く
は
、
各
施
設
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

県
高
齢
者
福
祉
課
高
齢
社
会
・

援
護
恩
給
グ
ル
ー
プ

（
☎
０
８
５
２
�
６
６
９
６
）

浜
田
市
の
自
殺
の
現
状

　

浜
田
市
に
お
け
る
平
成
10
年
か

ら
19
年
ま
で
の
10
年
間
の
平
均
自

殺
死
亡
率
は
、
全
国
お
よ
び
県
平

均
を
上
回
り
、
高
い
現
状
と
な
っ

て
い
ま
す
。

自
殺
の
原
因

　
「
健
康
問
題
」「
経
済
・
生
活
問

題
」「
家
庭
問
題
」「
勤
務
問
題
」

な
ど
、
様
々
な
問
題
が
複
雑
に
関

係
し
て
起
こ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

自
殺
の
予
防

　

心
理
的
な
悩
み
を
引
き
起
こ
す

様
々
な
要
因
に
対
す
る
社
会
の
適

切
な
介
入
や
、
自
殺
に
至
る
前
の

う
つ
病
な
ど
の
精
神
疾
患
に
対
す

る
適
切
な
治
療
に
よ
り
、
多
く
の

自
殺
は
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

周
り
の
人
が
気
付
く
「
う
つ
病
」

の
サ
イ
ン

　

こ
の
よ
う
な
症
状
に
気
付
い
た

ら
専
門
医
へ
の
受
診
を
勧
め
ま

し
ょ
う
。

・
表
情
が
暗
い
、
元
気
が
な
い

・
体
調
不
良
を
訴
え
る

・
不
眠
・
過
眠

・
食
欲
の
減
退
、
ま
た
は
増
加

・
酒
量
が
増
え
る

・
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
る

・
趣
味
に
興
じ
な
い

・
集
中
力
が
無
く
、
ミ
ス
が
多
く

な
る

・
周
囲
の
人
と
の
交
流
を
避
け
る

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
高
齢
者
障
害
者
福
祉
課

（
☎
内
線
１
５
７
）

自
殺
予
防
週
間

９
月
10
日
㈮
～
16
日
㈭

「
し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会・虹
」

の
開
催

　

家
族
の
思
い
や
気
持
ち
を
自
由

に
語
り
合
え
る
場
で
す
。
自
死
遺

族
だ
け
で
運
営
し
て
い
ま
す
の
で
、

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　
９
月
18
日
㈯

　

午
後
２
時
～

場
所　
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
先

し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会
・
虹

事
務
局
（
☎
０
９
０
‐
４
６
９

２
‐
５
９
６
０
）

　

浜
田
保
健
所
所
管
の
「
浜
田
圏

域
自
殺
予
防
連
絡
会
委
員
」
で
あ

る
、
は
ま
だ
市
民
総
合
法
律
事
務

所
の
田
上
尚
志
弁
護
士
か
ら
、
自

殺
予
防
週
間
に
際
し
、
日
ご
ろ
の

業
務
の
中
で
の
雑
感
を
コ
ラ
ム
と

し
て
寄
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

（
田
上
弁
護
士
か
ら
の
コ
ラ
ム
は
、

今
後
も
不
定
期
で
掲
載
し
て
い
き

ま
す
。）

大
切
な
人
を
自
死
に
よ
り
亡

く
さ
れ
た
あ
な
た
へ

寄
稿
コ
ラ
ム

弁護士　田上尚志
　私は弁護士として、多くの多重債務事件を手
がけてきました。多重債務が自殺の原因として
大きな地位を占めていることは、いまさら言う
までもありません。
　しかし、わが国の法体系の頂点に位置する日
本国憲法が最も重視している法的価値は、返済
への誠実さではなく、個人の生命・自由・幸福
追求権・そして健康で文化的な最低限度の生活
を営む権利です。わが国の法体系は、借金の返
済は、債務者の生活が破綻しない限度において
行うべきであると考えているのです。ですから、
返済のために命を失ったり、家庭崩壊を招くの
であれば、それは行き過ぎです。破産法ですら、
その第１条において「債務者について経済生活
の再生の機会の確保を図ること」を立法目的の
１つとすることを明文で規定しています。
　多重債務に陥っても、自ら命を絶つことだけ
はやめていただきたいと思っています。先に述

べたとおり、日本国憲法は、私たちに生きる権
利を保障しています。そして、生きることは、
法律以前の私たちの義務だと思います。私は九
州の出身ですが、この石見地方には、美しい自
然があり、心のきれいな親切な人が多いと思い
ます。また、私は石見地方に来たころ、米とか
野菜とか魚とか、普通の食材のおいしさに驚い
ていました。たとえ財産をある程度失っても、
生活保護や周りの人々の助けにより、生活が全
く立ち行かなくなることまではないと思います
し、山や海など、大都市と違って、お金がなく
ても楽しめる場所が少なくありません。また、
もし自ら命を絶ったところで、それで誰かが助
かるということもほとんどありません。自殺は、
自分の身近にいる大切な人々に、一生消えない
心の傷を負わせるだけです。多重債務には反省
が必要な場合もありますが、それでも胸を張っ
て生きていくことが、権利であり、また、義務
でもあると思うのです。
問い合わせ先

本庁高齢者障害者福祉課（☎内線１５７）

執務雑感① 自殺について
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化
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険
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金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
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税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

実施地域・実施期間
実施地域 実施予定時期 実施期間 募集人員

（全国） 締切日

ソロモン諸島 10月30日㈯～11月６日㈯ ７泊８日 35人 ９月13日㈪
ボルネオ・マレー半島 11月10日㈬～11月19日㈮ ９泊10日 40人 ９月27日㈪

マーシャル諸島 平成23年２月12日㈯～
２月20日㈰ ８泊９日 20人 10月12日㈫

ミャンマー 11月29日㈪～12月８日㈬ ９泊10日 40人 10月15日㈮

洋上慰霊 平成23年３月５日㈯～
３月16日㈬ 11泊12日 300人 12月５日㈰

マリアナ諸島 平成23年２月２日㈬～
２月８日㈫ ６泊７日 40人 12月15日㈬

戦
没
者
遺
児
に
よ
る

慰
霊
友
好
親
善
事
業

第
２
回
浜
田
市
人
権
尊
重
の

ま
ち
づ
く
り
推
進
大
会

人
権
・
同
和
教
育
講
演
会

　

㈶
日
本
遺
族
会
で
は
、「
戦
没

者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事

業
」
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
こ
の
事
業
は
、
厚
生
労
働
省

か
ら
委
託
・
補
助
を
受
け
て
実
施

し
て
い
ま
す
。

参
加
資
格　
戦
没
者
の
遺
児

費
用　
一
律
８
万
円
（
賛
助
金
）

申
込
先　
県
遺
族
連
合
会

（
☎
０
８
５
２
�
４
０
２
５
）

問
い
合
わ
せ
先

㈶
日
本
遺
族
会
事
業
課
事
業
係

（
☎
０
３
‐
３
２
６
１
‐
５
５

２
１
）

人
権

全
国
一
斉
「
高
齢
者
・
障
害

者
の
人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」

強
化
週
間

　

法
務
省
人
権
擁
護
局
お
よ
び
全

国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、

９
月
６
日
㈪
か
ら
12
日
㈰
ま
で
の

７
日
間
を
全
国
一
斉
強
化
週
間
と

設
定
し
、
県
に
お
い
て
も
次
の
と

お
り
電
話
相
談
を
行
い
ま
す
。

　

高
齢
者
・
障
害
の
あ
る
人
へ
の

い
じ
め
・
嫌
が
ら
せ
・
虐
待
な
ど

の
人
権
侵
害
が
疑
わ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
遠
慮
な
く
電
話

し
て
く
だ
さ
い
（
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
）。

期
間　
９
月
６
日
㈪
～
12
日
㈰

時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７

時
（
土
・
日
曜
日
は
午
前
10
時

～
午
後
５
時
）

料
金　
無
料

相
談
先
電
話
番
号

☎
０
８
５
２
�
４
２
６
０

問
い
合
わ
せ
先

松
江
地
方
法
務
局
浜
田
支
局

（
☎
�
０
９
５
９
）

本
庁
人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン

タ
ー
（
☎
内
線
２
５
９
・
２
６

９
）

　

平
成
20
年
６
月
に
「
浜
田
市
人

権
尊
重
都
市
宣
言
」
を
制
定
し
ま

し
た
。
一
人
ひ
と
り
が
大
切
に
さ

れ
「
人
が
輝
き
文
化
の
か
お
る
人

権
尊
重
の
ま
ち
」
づ
く
り
を
積
極

的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。
お
互
い

に
、人
権
問
題
に
つ
い
て
気
づ
き
、

学
び
、
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
人

権
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
人
Ｋ

Ｅ
Ｎ
ま
も
る
君
・
あ
ゆ
み
ち
ゃ
ん

が
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ど
な
た

で
も
気
軽
に
、
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

日
時　
９
月
11
日
㈯

午
後
１
時
～
４
時

場
所　
島
根
県
立
大
学
講
堂

内
容

①
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
（
浜
田
商
業

高
等
学
校
郷
土
芸
能
部
）

②
中
学
生
人
権
作
文
発
表

③
人
権
を
考
え
る
市
民
グ
ル
ー
プ

実
践
発
表
（
べ
っ
ぴ
ん
の
会
・

ミ
ッ
フ
ィ
ー
の
会
）

④
基
調
講
演

演
題　
少
年
少
女
を
取
り
巻
く
現

状
～
犯
罪
多
発
社
会
に
お
け
る

“
人
権
”
を
考
え
る
～

講
師　
北
芝
健
さ
ん（
犯
罪
学
者
・

作
家
・
元
警
視
庁
刑
事
）

※　

手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
を
行

い
ま
す
。

※　

会
場
ロ
ビ
ー
で
は
、
浜
田
市

人
権
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
選

作
品
（
作
文
・
ポ
ス
タ
ー
・
標

語
）
な
ど
を
展
示
す
る
ほ
か
、

矯
正
施
設
啓
発
パ
ネ
ル
の
展
示
・

紹
介
ビ
デ
オ
の
上
映
や
、
矯
正

施
設
製
作
品
展
示
販
売
を
行
い

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン

タ
ー
（
☎
内
線
２
５
９
）

　

人
権
・
同
和
教
育
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。ど
な
た
で
も
気
軽
に
、

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
９
月
22
日
㈬

午
前
９
時
30
分
～
11
時
15
分

場
所　
石
見
幼
稚
園

※　

駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。
東

公
園
第
１
駐
車
場
を
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

演
題　
「
生
き
る
」
と
い
う
こ
と

講
師　
向
村
成
人
さ
ん
（
源
氏
蛍

の
会
代
表
）

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン

タ
ー
（
☎
内
線
２
５
９
）

石
見
幼
稚
園
（
☎
�
０
４
９
３
）

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

浜
田
国
際
交
流
協
会
か
ら

韓
国
語
講
座
（
初
級
２
）

　

市
国
際
交
流
員
の
金
穂
原
さ
ん

と
一
緒
に
韓
国
語
の
基
礎
を
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　
ハ
ン
グ
ル
文
字
の
読
め
る
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

日 場所 対象地区
９月６日㈪ 国府小学校 国府地区
９月７日㈫ 長浜小学校 熱田・長浜地区
９月９日㈭ 周布小学校 周布・大麻地区
９月13日㈪ 三階小学校 石見・浜田地区
９月14日㈫ 第四中学校 美川地区

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室

人
日
時　
９
月
７
日
㈫
・
14
日
㈫
・

28
日
㈫
・
10
月
５
日
㈫
・
12
日

㈫
・
19
日
㈫
・
26
日
㈫
・
11
月

２
日
㈫
・
９
日
㈫
・
16
日
㈫

午
後
７
時
～
８
時
30
分

場
所　
浜
田
公
民
館

定
員　
20
人

料
金　
２
、
０
０
０
円

（
会
員
１
、
０
０
０
円
）

申
込
締
切
日　
９
月
６
日
㈪

韓
国
語
会
話

　

韓
国
語
の
日
常
会
話
を
楽
し
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。
毎
回
テ
ー
マ
を

決
め
、
初
級
レ
ベ
ル
の
実
用
的
な

表
現
を
勉
強
し
ま
す
。

対
象　
ど
な
た
で
も

日
時　
９
月
８
日
㈬
・
15
日
㈬
・

29
日
㈬
・
10
月
６
日
㈬
・
13
日

㈬
・
20
日
㈬
・
27
日
㈬
・
11
月

10
日
㈬
・
17
日
㈬
・
24
日
㈬

午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
所　
石
見
公
民
館

定
員　
20
人

料
金　
２
、
０
０
０
円

（
会
員
１
、
０
０
０
円
）

申
込
締
切
日　
９
月
７
日
㈫

英
語
で
話
そ
う
！
（
初
級
）

　

英
語
で
話
し
た
く
て
も
あ
ま
り

自
信
が
な
い
、
な
か
な
か
話
す
機

会
が
な
い
と
い
う
人
、
楽
し
く
英

語
で
お
し
ゃ
べ
り
を
し
ま
せ
ん

か
？
日
常
的
な
話
題
に
つ
い
て
会

話
を
し
ま
す
の
で
気
軽
に
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

対
象　
ど
な
た
で
も

日
時　
９
月
７
日
㈫
・
14
日
㈫
・

21
日
㈫
・
28
日
㈫
・
10
月
５
日

㈫
・
12
日
㈫
・
19
日
㈫
・
26
日

㈫
・
11
月
２
日
㈫
・
９
日
㈫
・

16
日
㈫

午
後
２
時
～
３
時

場
所　
石
見
公
民
館

定
員　
10
人

料
金　
無
料

申
込
締
切
日　
９
月
６
日
㈪

英
語
で
話
そ
う
！
（
中
級
）

英
語
朗
読
会

　

英
語
で
会
話
を
し
た
く
て
も
話

す
機
会
が
な
い
と
い
う
人
、
毎
回

違
う
テ
ー
マ
に
つ
い
て
英
語
で
会

話
を
し
ま
せ
ん
か
？

対
象　
ど
な
た
で
も

日
時　
９
月
９
日
㈭
・
16
日
㈭
・

30
日
㈭
・
10
月
７
日
㈭
・
14
日

㈭
・
21
日
㈭
・
28
日
㈭
・
11
月

４
日
㈭
・
11
日
㈭
・
18
日
㈭
・

25
日
㈭

午
後
２
時
～
３
時

場
所　
石
見
公
民
館

定
員　
10
人

料
金　
無
料

申
込
締
切
日　
９
月
８
日
㈬

　

市
国
際
交
流
員
の
カ
レ
ン
・
サ

イ
ト
ウ
さ
ん
と
英
語
の
シ
ョ
ー
ト

ス
ト
ー
リ
ー
を
読
ん
で
み
ま
せ
ん

か
？
日
本
語
で
の
解
説
も
あ
り
ま

す
の
で
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

対
象　
ど
な
た
で
も

日
時　
９
月
８
日
㈬
・
22
日
㈬
・

10
月
６
日
㈬
・
20
日
㈬
・
11
月

10
日
㈬
・
24
日
㈬

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
所　
石
見
公
民
館

定
員　
10
人

料
金　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
が
別

途
必
要
で
す
。）

申
込
締
切
日　
９
月
７
日
㈫

中
国
映
画
「
非
常
完
美
」

（
ソ
フ
ィ
ー
の
復
讐
）
上
映
会

　

金
曜
の
夜
に
中
国
の
映
画
を
楽

し
み
ま
せ
ん
か
？
タ
イ
ト
ル
は
怖

そ
う
で
す
が
、
若
い
人
向
け
の
恋

愛
コ
メ
デ
ィ
ー
で
す
。
中
国
の
お

菓
子
と
お
茶
も
出
ま
す
の
で
、
皆

さ
ん
気
軽
に
来
て
く
だ
さ
い
！

対
象　
18
歳
以
上
の
人

日
時　
９
月
10
日
㈮

午
後
７
時
～
９
時

場
所　
み
ど
り
か
い
か
ん

定
員　
20
人

料
金　
無
料

申
込
締
切
日　
９
月
９
日
㈭

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

浜
田
国
際
交
流
協
会　

塚
﨑
さ

ん
（
☎
�
１
２
４
１
）

中国青海省地震被災者への支援募金のお礼
　４月27日から６月30日まで支援募金箱（合計６個）
を設置したところ、会員や多くの市民の皆さんから
心のこもった善意をいただき、223,091円にのぼる
ご協力をいただきました。本募金の趣旨にご賛同・
ご協力いただきありがとうございました。
　ご協力いただいた募金は、中国青海省外事僑務弁
公室へ送付します。　　　　　（浜田国際交流協会）

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
誰
で

も
気
軽
に
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
教

室
を
行
い
ま
す
。

　

家
族
・
近
所
の
皆
さ
ん
で
参
加

し
て
、
気
持
ち
の
良
い
汗
を
流
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

　

種
目
は
、「
シ
ャ
フ
ル
ボ
ー
ド
」

と
「
バ
ウ
ン
ス
ボ
ー
ル
」
を
行
い

ま
す
。

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
（
当
日
の
申
込
み
も

可
能
で
す
）。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振

興
係
（
☎
内
線
４
５
８
）

時間　午後７時～９時
料金　無料
※　運動のできる服装で、室内用

シューズを持参してください。
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　８月１日㈰安来市で開催された第54回島根県消防操法大会に、
市消防団から浜田消防隊上府分団と、旭消防隊市木分団が出場
しました。出場した選手の皆さんは、連日の猛暑の中、厳しい
練習を積み重ね、その成果を遺憾なく発揮しました。
　浜田市消防団はこの操法大会だけでなく、日頃から消防車や
ポンプなどの整備点検や災害に備えての訓練を行い、市民の皆
さんの生命・身体・財産を守るための活動を行っています。
【成績】　浜田消防隊上府分団　10位

旭消防隊市木分団　　15位

　７月28日㈬、広島カープＯＢ会による野球教室が浜田市野球
場で開催され、浜田・江津市内のスポーツ少年団や中学校の野
球部に所属する子どもたち約230人が参加しました。
　この日は、広島カープＯＢ会のメンバー 22人が、打撃や投球、
守備の基本動作などを子どもたちに細かく指導していました。
　元プロ野球選手の指導を受けた子どもたちは、真剣なまなざ
しで、聞き入っていました。
　教室の後は、広島カープＯＢ会と浜田市選抜壮年チームとの
試合が行われ、交流を深めました。

　７月31日㈯、岡見うちわ祭りが岡見公民館で開催されました。
この祭りは、地域おこしを目的に行われており、今年はゲーム
コーナーや焼き鳥・焼きそばなどの屋台の出店、お餅やクッキー
などの加工品や地元の新鮮な野菜の販売もあり、多くの人でに
ぎわいました。
　また、ステージではバンド演奏や子ども神楽の上演、地元の
人によるフラダンスやニワトリの鳴きまねコンテストなどが行
われ、会場は熱気にあふれていました。

　８月２日㈪と３日㈫の２日間、浜田港長浜埠頭に海上自衛隊
の護衛艦「まつゆき」（全長130ｍ、排水量3,050トン、乗組員
150人）が入港し、一般公開されました。
　甲板や操舵室のほかに、艦に搭載されたヘリコプターを見学
することができました。
　また、乗組員によるラッパの演奏や手旗信号の実演、ロープ
の結び方の体験も行われました。
　来場した人たちは、ふだん乗船できない護衛艦で、乗務員の
話を聞いたり、記念写真を撮ったりして楽しんでいました。

旭消防隊市木分団の放水の様子

長内孝さんに指導を受ける中学生

「さくらバンド」による演奏はとても盛り上がりました

護衛艦「まつゆき」の説明を受ける来場者

ま ち の 　 わ だ い ♥Town Topicsま ち の 　 わ だ い

島根県消防操法大会出場　～市消防団～

護衛艦「まつゆき」入港

納涼、真夏のうちわ祭り

プロ野球ＯＢから的確な指導
～広島カープＯＢ会野球教室～

はまだ

みすみ
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　７月24日㈯、さんあいホームで「ボランティアのつどい」が
開催され、地域のボランティア団体や関係者など約40人が参加
しました。
　このつどいは、参加者たちがお互いに交流を深めながら、ボ
ランティアの輪を広げていくことを目的に開催しています。
　当日は、災害時の対応や防災に関する説明を受けた後、炊き
出し訓練などを体験しました。
　参加者たちは、このつどいを通して、日頃のボランティア活
動が、地域防災力の向上につながることを学びました。

　夏休み子ども陶芸教室が７月22日㈭、三隅公民館で開催され
ました。これは、町内の小学校児童を対象とした夏休み子ども
体験教室の一環として行われ、講師に三隅公民館陶芸教室の三
浦兼孝さんを迎えて花瓶作りを体験しました。
　参加した26人の児童たちは、説明を熱心に聞いた後、花瓶作
りに挑戦。花瓶の成型に苦労している児童もいましたが、アド
バイスを受けながら根気よく作業を行い、立派な花瓶を完成さ
せました。児童たちは「初めてだったけれど良い形に作れた」「ま
た参加してみたい」と満足そうに話していました。

　旭自治区内４つの小学校による水泳競技大会が、７月22日㈭、
旭公園のプールで開催され、約110人の児童が学校対抗で競い
合いました。
　当日は青空が広がる絶好の大会日和の中、真っ黒に日焼けし
た児童たちが、友だちや保護者、地域の皆さんの声援を受け、
力いっぱいの泳ぎを見せました。
　大会新記録も生まれ、児童たちは日ごろの練習の成果を十分
に発揮していました。

　地域の魅力を再発見しようと旭自治区の公民館連絡協議会が
取り組んでいるあさひ楽々教養講座が、７月24日㈯、都川地区・
市木地区を会場に開催されました。
　約60人の参加者は、築180年を経過した由緒ある古民家や、
参勤交代の茶屋跡、神社仏閣などをバスでめぐりながら地元講
師の話に耳を傾け、地域の歴史を学びました。
　また、写真同好会会員も同行し、写真をとおしての旭の魅力
も満喫しました。

災害時を想定し炊き出し訓練を行う参加者

仕上げに花瓶の底を貼り付ける児童たち

力いっぱい泳ぐ児童たち

古民家を見学する参加者

ま ち の 　 わ だ いま ち の 　 わ だ い♥Town Topics

交流を深め地域防災力の向上を図る
～ボランティアのつどい～

夏休み子ども陶芸教室を開催

歴史を学んで旭の魅力を再発見
～あさひ楽々教養講座～

児童たちが泳ぎを競い合う
～旭自治区小学校水泳競技大会～

かなぎ

みすみ

あさひ

あさひ
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　７月４日㈰、『探してみよう！見つけてみよう！「田んぼ」が
はぐくむ宝物』をテーマに「田んぼの生き物調査研修会」が開
催されました。この研修会は、実際に田んぼの生き物調査を行
いながら、弥栄自治区で行われている、農薬や化学肥料を低減
したお米の栽培方法や豊かな自然や生き物を大切にする活動
を、実践している生産者はもとより消費者や地元の子どもたち
に実感してもらおうと企画されたものです。
　参加した皆さんは、多くの生き物が住める環境の良さに感心
していました。

　恒例の今市小学校相撲大会が７月４日㈰、同校相撲場で開催
されました。
　１年生から６年生の児童たちは虎龍部屋や鬼神部屋などの部
屋に別れ、部屋ごとに対戦が行われました。
　自分のしこ名が呼ばれると、まわしを締めた児童が土俵入り。
少し照れた様子の児童もいざ勝負が始まると真剣な表情に変り、
迫力のある元気いっぱいな取り組みが繰り広げられました。一
生懸命に取り組む児童たちの姿に、客席からは終始温かい声援
が送られていました。

　７月４日㈰、弥栄自治区で恒例となっている「第10回生涯学
習と健康福祉の集い」が開催されました。当日は、保育園や小
学校、各団体の展示コーナーのほか、講演会や歩き方の健康指
導が行われ、多くの皆さんが参加しました。
　また、地元有志「いっぱつ会」の皆さんによる「我が家のド
クター・・私」と題した寸劇では、真剣な演技とともに家庭内
での声掛けによる健康管理の大切さを呼びかけていました。熱
演した「いっぱつ会」の皆さんには、会場から大きな拍手が送
られました。

　７月18日㈰、『第11回神楽ショップくわの木夏祭り～神楽の
夕べ～』が、ふれあいジム・かなぎで開催され、県内外から約
300人が訪れました。
　当日は、地元の伊木神楽社中をはじめ、島根・広島両県の８
団体が共演し、それぞれの舞が披露されると、会場からは盛ん
な拍手が送られました。
　開催にあたり、佐々木善昭実行委員長からは「これからも神
楽衣装を通じて地域に貢献していきたい。」と更なる決意が述
べられました。

田んぼの宝物発見！

はっけいよいのこった。どっちも負けるな。

健康管理を呼びかけるいっぱつ会の皆さん

「天神」を舞う地元の伊木神楽社中

まちのわだい ♥Town Topics

田んぼの生き物を見つけてみよう

子ども力士が力と技で勝負
～今市小学校相撲大会～

様々な舞と衣装を堪能
第11回神楽ショップくわの木夏祭り～神楽の夕べ～

生涯学習と健康福祉の集い

やさか

あさひ

かなぎ

やさか
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じゃあ、読もう。

旭図書館（☎�１４４０）
○開館時間
　午前９時～午後５時
　（第１・第３日曜日は午後４時～６時）
○休館日　日曜日および祝日

金城図書館（☎�１８２３）
○開館時間
　月～土　午前９時～午後５時
　　日　　午前９時～正午
○休館日　祝日

浜田図書館（☎�０４８０）
○開館時間
　月～金　午前９時～午後７時
　土・日　午前９時～午後５時
○９月の休館日　20日㈷・23日㈷・30日㈭

■
子
ど
も
向
け
の
本
■

な
ん
の
ぎ
ょ
う
れ
つ
？

　
　
　
　

オ
ー
ム
ラ
ト
モ
コ

は
な
か
っ
ぱ
の
だ
い
ぼ
う
け

ん　
　
　

あ
き
や
ま
た
だ
し

む
か
し
む
か
し

　
　
　
　
　
　

谷
川
俊
太
郎

く
ふ
う
が
楽
し
い
い
ろ
い
ろ

焼
き
菓
子

贈
っ
て
う
れ
し
い
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
ス
イ
ー
ツ

ひ
ん
や
り
お
い
し
い
冷
た
い

ス
イ
ー
ツ　
　

宮
沢
う
ら
ら

う
ご
く　
は
う
、
の
ぼ
る
、
ゆ
れ

る
、
く
ず
の
お
は
な
し

　
　
　
　
　
　

た
か
は
し
き
よ
し

オ
ー
ボ
ラ
ー
ラ
男
爵
の
大
冒
険

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

原
京
子

■
子
ど
も
向
け
の
本
■

天
狗
の
恩
返
し
『
大
会
』

海
女
の
珠
と
り
『
海
士
』

青
葉
の
笛
『
敦
盛
』　 
片
山
清
司

わ
た
し
の
お
い
わ
い
の
と
き

　
　
　
　
　

バ
ー
ド
・
ベ
イ
ラ
ー

ぷ
ら
ぷ
ら

ま
る
ま
る

ぱ
く
ぱ
く　
　
　
　
　
　
　

も
も

■
大
人
向
け
の
本
■

犀
龍
小
太
郎　
　
　
　

青
木
道
喜

★
絵
本
の
お
た
の
し
み
会

※　

９
月
は
、
お
休
み
し
ま
す
。

■
子
ど
も
向
け
の
本
■

む
ね
と
ん
と
ん

　
　
　
　
　
　

さ
え
ぐ
さ
ひ
ろ
こ

い
じ
わ
る
な
な
い
し
ょ
オ
バ
ケ

　
　

テ
ィ
エ
リ
ー
・
ロ
ブ
レ
ヒ
ト

と
も
だ
ち
の
し
る
し
だ
よ

カ
レ
ン
・
リ
ン
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
、

カ
ー
ド
ラ
・
モ
ハ
メ
ッ
ド

リ
キ
シ
ャ
★
ガ
ー
ル

　
　
　
　

ミ
タ
リ
・
パ
ー
キ
ン
ス

や
ん
ち
ゃ
子
グ
マ
が
や
っ
て
き

た
！
森
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ん
ず
ゆ
き

海
は
生
き
て
い
る　
　

富
山
和
子

■
大
人
向
け
の
本
■

火
群
の
ご
と
く　
あ
さ
の
あ
つ
こ

「
悪
」
と
戦
う　
　

 

高
橋
源
一
郎

く
じ
け
な
い
で　
　
　

柴
田
ト
ヨ

プ
ラ
チ
ナ
デ
ー
タ　
　

東
野
圭
吾

写
楽　
閉
じ
た
国
の
幻

　
　
　
　
　
　
　
　
　

島
田
荘
司

終
わ
ら
ざ
る
夏

（上）　
（下）　
浅
田
次
郎

超
訳　
ニ
ー
チ
ェ
の
言
葉

ニ
ー
チ
ェ
、フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ヴ
ィ

ル
ヘ
ル
ム

原
爆
写
真　
ノ
ー
モ
ア　
ヒ
ロ
シ

マ
・
ナ
ガ
サ
キ　
　
　

黒
古
一
夫

は
じ
め
て
使
う
介
護
保
険
不
安
・

お
悩
み
解
決
ブ
ッ
ク　
本
間
清
文

か
ら
だ
に
お
い
し
い
魚
の
便
利
帳

　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原
昌
高

■
大
人
向
け
の
本
■

後
悔
し
な
い
！
い
い
家
づ
く
り
の

教
科
書　
　
　
　
　
　
　

釜
中
明

多
肉
植
物
の
寄
せ
植
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
山
美
紗

マ
ル
ス
・
ブ
ル
ー　
　
　

鳴
海
章

戻
る
男　
　
　
　
　
　

山
本
甲
士

一
週
間　
　
　
　
　

井
上
ひ
さ
し

七
人
の
敵
が
い
る　
　

加
納
朋
子

光
待
つ
場
所
へ　
　
　

辻
村
深
月

マ
ル
ガ
リ
ー
タ　
　
　
　

村
木
嵐

オ
ス
カ
ー
・
ワ
イ
ル
ド
と
キ
ャ
ン

ド
ル
ラ
イ
ト
殺
人
事
件

　

ジ
ャ
イ
ル
ズ
・
ブ
ラ
ン
ド
レ
ス

★
絵
本
の
よ
み
き
か
せ

日
時　
毎
週
金
曜
日

　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

場
所　
お
は
な
し
の
へ
や

　弥栄および三隅図書室も図書館ネットワー
クシステムによる貸出しサービスを行ってい
ます。ぜひ、利用してください。
≪弥栄図書室≫
開館時間　午前９時～午後４時
※　土・日曜日は閲覧のみ
休館日　水曜日
≪三隅図書室≫
開館時間　午前９時～午後５時
※　日曜日は午後４時まで
休館日　月曜日

図

書

館

情

報

浜 

田 

図 

書 

館

金 
城 

図 

書 

館

旭 

図 

書 

館

図書室からのお知らせ
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好
評
開
催
中
の
企
画
展
「
日
本
画

動
物
園
」も
12
日
㈰
で
終
了
し
ま
す
。

18
日
㈯
か
ら
は
、
企
画
展
「
ノ
ス
タ

ル
ジ
ア
―
石
本
正
の
愛
し
た
音
楽
・

文
学
・
映
画
―
」
が
始
ま
り
ま
す
。

　

本
展
で
は
、
石
本
正
が
、
音
楽
・

文
学
・
映
画
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
て
描

い
た
作
品
を
公
開
し
ま
す
。
喜
び
に

満
ち
た
石
本
の
世
界
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
新
館
で
は
、
石
本
を
感
動
さ
せ

た
日
本
画
家
の
作
品
を
公
開
し
ま
す
。

な
お
、
初
日
午
後
に
特
別
解
説
会
を

開
く
の
を
は
じ
め
、
期
間
中
、
展
覧

会
に
ち
な
ん
だ
音
楽
会
や
朗
読
会
・

映
画
会
を
行
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

会
期　
９
月
18
日
㈯
～
12
月
５
日
㈰

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

料
金

　

一
般　

６
０
０
円
（
５
０
０
円
）

　

高
大
生
３
０
０
円
（
２
４
０
円
）

　

小
中
生
２
０
０
円
（
１
６
０
円
）

※　
（　

）
内
は
団
体
料
金

石本正「ノスタルジア」（2006年）

《展示室》
企画展「日本画動物園」
　　９月12日㈰まで
企画展「ノスタルジア―石本正の愛した音楽・
文学・映画―」
　　９月18日㈯～12月５日㈰

《ギャラリー展示》
帰雲窯　彩泥釉の器、焼き物展
　　９月３日㈮まで
一写堂・写真展「線」
　　９月４日㈯～12日㈰
特別展示「石本正ノスタルジア風景画展」
　　９月18日㈯～10月１日㈮

《イベント情報》
一写堂写真展　解説会
　　９月４日㈯　午後２時～３時
特別講演「塔天井画制作について」
吉川弘・奥村美佳・中原麻貴（予定）
　　９月12日㈰　午後３時～４時
「ノスタルジア」特別解説会
　　９月18日㈯　午後２時～３時
お月見コンサート
　　９月22日㈬　午後７時～９時
コールしおさいミニコンサート
　　９月25日㈯　午後２時～３時
アンサンブルベルカノンによるマンドリン演奏
　　10月２日㈯　午後２時～３時
※　このほかにも催しがあります。詳しくは、
お問い合わせください。

　石正美術館では、毎年中秋の名月を鑑賞するお月見の
会を開催してきました。今年は９月22日㈬の夜に行いま
す。エレクトーン・トランペット・ドラムのセッション
をお楽しみください。
　また、回廊・中庭では
お茶会が開かれます。な
お、展示室は、午後９時
まで観覧できます。

※　詳しくは、お問い合
わせください。

問い合わせ先
石正美術館
（☎�４３８８）

◎お月見コンサート

お月見コンサート

有

料

広

告

有

料

広

告

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

企
画
展
「
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
」

の
お
知
ら
せ
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現
在
開
催
中
の
『
つ
な
い
で
ア
ー

ト
』
展
は
、
小
さ
な
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
幅
広
い
世
代
の
皆
さ
ん
に
楽

し
ん
で
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
キ
ー

ワ
ー
ド
は
“
つ
な
ぐ
”
で
す
。

　

左
の
丸
い
作
品
は
、
馬
場
哲
晃
さ

ん
制
作
の
「
フ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
ド
ラ

ム
ス
」。
何
人
か
の
人
と
一
緒
に
銀

色
の
取
っ
手
を
持
ち
、
ほ
か
の
人
の

手
や
肌
を
た
た
い
て
み
る
と
不
思
議

や
不
思
議
、
ピ
ア
ノ
や
太
鼓
の
音
が

奏
で
ら
れ
る
仕
掛
け
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
作
品
は
１
人
で
は
決
し
て

楽
し
む
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
。
人

と
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図

れ
て
は
じ
め
て
成
り
立
つ
作
品
と
し

て
人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
右
の
写
真
の
戸
泉
恵
徳
さ

ん
が
制
作
し
た
「
い
ろ
い
っ
パ
イ
」

も
子
ど
も
た
ち
が
夢
中
に
な
っ
て
体

験
す
る
作
品
で
す
。
10
色
の
色
パ
ー

ツ
を
使
っ
て
好
き
な
よ
う
に
絵
を
描

い
て
い
く
こ
と
の
で
き
る
作
品
で
す
。

実
は
こ
れ
、
麻
雀
牌
を
使
っ
て
作
ら

れ
て
い
ま
す
。
牌
ど
う
し
が
ぶ
つ
か

り
あ
っ
た
と
き
の
に
ぶ
い
音
な
ど
、

重
み
の
あ
る
質
感
を
感
じ
な
が
ら
体

験
し
て
み
る
と
楽
し
い
で
す
よ
。

　

会
期
が
残
り
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

ぜ
ひ
、
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

会
期　
９
月
26
日
㈰
ま
で

観
覧
料　
一
般
５
０
０
円
、高
校
生
・

大
学
生
３
０
０
円
、
小
学
生
・
中

学
生
２
０
０
円

《
お
月
見
フ
ル
ー
ツ
ポ
ン
チ
》

　

白
玉
だ
ん
ご
を
作
っ
て
、
フ
ル
ー

ツ
と
一
緒
に
食
べ
よ
う
！

◎
９
月
11
日
㈯
・
12
日
㈰

●
参
加
費　
１
人
２
０
０
円

《
オ
ー
ロ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
》

　

ぐ
る
ぐ
る
回
す
と
、
き
れ
い
な
虹

色
に
光
る
不
思
議
な
ス
テ
ィ
ッ
ク
を

作
る
よ
。

◎
９
月
18
日
㈯
・
19
日
㈰
・
20
日
㈷

●
参
加
費　
１
人
３
０
０
円

《
動
物
キ
ャ
ン
ド
ル
》

　

ろ
う
そ
く
を
使
っ
て
、
か
わ
い
い

動
物
を
作
ろ
う
。

◎
９
月
23
日
㈷
・
25
日
㈯
・
26
日
㈰

●
参
加
費　
１
人
３
０
０
円

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

※　

活
動
は
い
ず
れ
も
午
後
１
時
か

ら
４
時
ま
で
。
参
加
受
付
は
、
午

後
３
時
30
分
ま
で
に
１
階
創
作
室

に
て
。

《
し
ゃ
ぼ
ん
玉
ホ
リ
デ
ー
》

　

空
に
し
ゃ
ぼ
ん
玉
を
飛
ば
そ
う
。

　

雨
天
の
場
合
は
、
ほ
か
の
活
動
に

変
更
に
な
り
ま
す
。

◎
９
月
４
日
㈯
・
５
日
㈰

●
参
加
費　

１
人
１
０
０
円

９
月
の
休
館
日

月
曜
日　

６
日
・
13
日
・
27
日

振
替
休　

21
日
㈫
・
24
日
㈮

展
示
替　

28
日
㈫
～
30
日
㈭

一
般
講
座
受
講
生
募
集

《
た
の
し
い
陶
芸
》

　

初
心
者
大
歓
迎
で
す
。
気
軽
に
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
程　
10
月
21
日
㈭
・
22
日
㈮
・
28

日
㈭
・
29
日
㈮
・
11
月
18
日
㈭
・

12
月
２
日
㈭

時
間　
午
後
６
時
30
分
～
９
時

受
講
料　
４
、
０
０
０
円

講
師　
岡
田
容
量
さ
ん

※　

申
込
み
は
、
９
月
22
日
㈬
か
ら

電
話
で
受
け
付
け
ま
す
。

月刊！
こども美術館

浜田市世界こども美術館
浜田市野原町859－1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855－23－8451
■ホームページ…http://fiah.miracle.ne.jp/hama-b/

vol.165

有

料

広

告

体
験
型
美
術
展『
つ
な
い
で

ア
ー
ト
』開
催
中
で
す
！

９
月
の
イ
ベ
ン
ト
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７
月
３
日
㈯
、
浜
田
公
民
館
主
催

の
「
そ
う
め
ん
流
し
・
き
も
だ
め
し
」

イ
ベ
ン
ト
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
、
島
根
県
立
大
学
の
学
生
が
８
人

参
加
し
ま
し
た
。

（
公
民
館
の
感
想
）

●
大
学
生
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
き
も
だ
め
し

　

大
学
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
大
学
生
に
ふ
さ

わ
し
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
あ
り

ま
し
た
ら
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
地
域
連
携
推
進
室

（
☎
�
２
３
９
６
）

　

こ
の
た
び
、
４
月
に
島
根
県
立
大

学
に
赴
任
し
た
横
田
由
美
と
申
し
ま

す
。
大
学
で
は
英
語
関
連
の
授
業
を

担
当
し
て
い
ま
す
。

　

出
身
は
江
津
市
な
の
で
、
幼
少
の

頃
か
ら
浜
田
市
へ
は
よ
く
足
を
運
び

ま
し
た
。
高
校
卒
業
以
来
約
20
年
ぶ

り
に
島
根
に
戻
っ
て
来
ま
し
た
が
、

そ
の
間
に
浜
田
市
が
大
き
く
変
貌
し

て
い
る
の
に
驚
い
て
い
ま
す
。
大
都

市
と
比
べ
て
ゆ
っ
く
り
で
す
が
浜
田

に
も
国
際
化
の
波
は
、
い
や
が
応
で

も
着
実
に
押
し
寄
せ
て
い
ま
す
。

　

専
門
は
英
語
学
で
す
が
、
学
問
と

し
て
の
英
語
の
み
で
は
な
く
、ツ
ー
ル

と
し
て
使
え
る
英
語
の
教
育
に
日
々

力
を
注
い
で
お
り
、そ
の
英
語
を
使
っ

て
浜
田
市
の
国
際
交
流
な
ど
に
貢
献

で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

の
飾
り
付
け
も
若
い
人
の
ア
イ

デ
ィ
ア
が
出
て
良
か
っ
た
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
参
加
し
た
学
生
の
声
）

●
今
回
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
じ
て

「
公
民
館
の
ス
タ
ッ
フ
の
機
敏
さ
、

子
ど
も
を
ま
と
め
る
能
力
」
な
ど

非
常
に
勉
強
に
な
る
こ
と
が
多
く

有
意
義
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

ま
た
こ
の
よ
う
な
機
会
が
あ
れ
ば

参
加
し
た
い
で
す
。

●
大
学
に
入
っ
て
初
め
て
地
域
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
ま
し
た
が
、

な
か
な
か
こ
う
い
う
体
験
は
、
都

会
の
大
き
な
大
学
で
は
で
き
な
い

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

●
ふ
だ
ん
の
生
活
で
は
学
べ
な
い
こ

と
が
学
べ
て
、
と
て
も
良
い
経
験

に
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
や

公
民
館
の
人
た
ち
か
ら
元
気
を
も

ら
え
た
気
が
し
ま
す
。

准
教
授　
横
田
由
美

　今年も10月16日㈯、島根県
立大学運動会を開催します。
今年のテーマは“NoLimit”
～７度目の奇跡～です。市民
の皆さんの参加も大歓迎です。
　楽しい競技、豪華賞品も盛
りだくさんで楽しいこと間違
いなし。当日皆さんとお会い
できるのを楽しみにしていま
す。皆で限界突破！
日時　10月16日㈯
場所　島根県立大学グラウン
ド

参加費　500円
問い合わせ先　森田さん
（☎０８０‐６３０３‐７
８５６）

　島根県立大学（浜田キャンパス）は、平成12年４月に開学し、今年４月
に開学10周年を迎えました。
　これを記念し、次の日程で開学10周年記念式典を開催します。
　当日は海遊祭の初日にもあたります。市民の皆さんにも参加していただ
きますようご案内します。
日時　10月10日㈰　午前10時30分～正午
場所　島根県立大学講堂
問い合わせ先　総務課（☎�２２００）

　10月10日㈰・11日㈷の両日に海遊祭を開催します。
　テーマは「Smile for a11」です。今年で海遊祭11回目ということと、「笑
顔」というコンセプトから考えました。神楽・フリーマーケット・男装女
装コンテスト・地域物産展・模擬店など、五感すべてを使って楽しめる企
画が盛りだくさん!!　県大生の活気ある姿を見て笑顔で楽しめるものにし
ます！ホームページも随時更新中なので見てくださいね!!
問い合わせ先　海遊祭実行委員会（☎０９０‐１１８２‐４９７５）
　Email:kaiyuusai11@yahoo.co.jp
　http://kaiyuusai11.web.fc2.com/

vol.83
～海の見える丘から～

電話：0855-24-2200
ホームページ：http://www.u.shimane.ac.jp

公
民
館
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
参
加
し
ま
し
た
！

新
任
教
員
メ
ッ
セ
ー
ジ
③

第７回
島根県立大学運動会

第11回海遊祭（浜田キャンパス）

開学10周年記念式典を開催します
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魅
力
あ
る
人
と
は
？
第
２
回
「
オ

フ
ィ
ス
の
マ
ナ
ー
と
電
話
対
応
３
原

則
」
を
開
催
し
ま
す
。
浜
田
第
二
中

学
校
の
３
年
生
と
一
緒
に
勉
強
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

対
象　
ど
な
た
で
も

日　
９
月
９
日
㈭

　

午
前
11
時
～
午
後
０
時
15
分

場　
浜
田
公
民
館

作
法
講
師　
宮
川
幸
子
さ
ん

料　
無
料

問　
浜
田
公
民
館
（
☎
�
９
３
５
８
）

演
題　
緩
和
ケ
ア
病
棟
っ
て
ど
ん
な

と
こ
ろ
!?
パ
ー
ト
２

講
師　
竹
元
千
恵
さ
ん
（
看
護
師
）

日　
９
月
15
日
㈬

　

午
後
５
時
30
分
～

場　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議

室
問　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
管
理
課

（
☎
�
０
５
０
５
）

開
設
期
間　
９
月
23
日
㈷
～
10
月
23

日
㈯

申
込
受
付
開
始
日　
９
月
７
日
㈫

　

午
前
９
時
～

定　
別
表
の
と
お
り（
先
着
順
で
す
。

た
だ
し
、定
員
に
満
た
な
い
場
合
、

そ
の
都
度
受
け
付
け
ま
す
。）

申
込
方
法　
申
込
書
（
県
立
体
育
館

に
あ
り
ま
す
。）
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
参
加
料
を
添
え
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
電
話
な
ど
に

よ
る
申
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

申
・
問　
県
立
体
育
館

　
（
☎
�
１
２
０
１
）

まちかど伝言板

短期スポーツ教室一覧表 ※　体操競技教室は実技認定が必要です。
教　室　名 実　施　日 曜日 回数 時　間 対　象 定員 参加料

健
康
つ
く
り
コ
ー
ス

のびやか３Ｂ体操
９月28日・10月５日・12日・19日 火 ４

10:00～11:30

一般男女 20 1,040円軽スポーツ 14:00～15:30
ベーシックエアロ 19:30～20:50
健康体操（介護予防体操） ９月30日・10月７日・14日・21日 木

19:00～20:50レクトランポリン 10月１日・８日・22日 金 ３ 小学生親子 
一般男女 各10 親子　　930円 

一般　　780円

エアロ＆ジムボール
（朝） 10月２日・９日・16日・23日 土 ４ 10:00～11:30 中学生以上 

男女 20
中高　　600円 
大　　　840円 
一般　1,040円

競
技
コ
ー
ス

ソフトテニス（朝）
９月28日・10月５日・12日・19日 火

４

10:00～12:00 一般男女 25 1,040円卓球 13:30～15:30 20
ソフトテニス（夜）

19:00～20:50 中学生以上 
男女

30 中高　　　600円 
大　　　　840円 

一般　1,040円バドミントン ９月30日・10月７日・14日・21日 木 40
テニス 10月１日・８日・15日・22日 金 10:00～12:00 一般男女 20 1,040円

ク
ラ
ブ
コ
ー
ス

ソフトテニス ９月23日・30日・10月14日 木 ３ 10:00～12:00 一般男女 20 780円
レクリエーションバレー 10月１日・８日・15日・22日 金 ４ 19:00～20:50 40 1,040円
体操（中・高） ９月28日・10月５日・12日・19日 火 ４

16:30～18:30
中学・高校男女

20

600円

体操競技 ９月28日・29日・10月５日・
12日・13日・19日・20日 火・水 ７ 小学生男女 

※認定者 　　1,050円

少
年

スポーツ体験広場 
（気功・居合・テニス・卓球）９月30日・10月７日・14日・21日 木 ４ 17:00～18:00 小学４～ 

６年生男女 600円

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

有

料

広

告

魅
力
学
講
座

第
18
回
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー

が
ん
市
民
公
開
講
座

平
成
22
年
度
県
立
体
育
館

短
期
ス
ポ
ー
ツ
教
室

教
室
・
講
座
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対
象　
市
内
在
住
の
身
体
障
害
の
あ

る
人
（
18
歳
以
上
）
で
、
パ
ソ
コ

ン
の
技
術
向
上
を
目
指
す
人
（
初

心
者
・
経
験
者
は
問
い
ま
せ
ん
。）

日　
10
月
・
11
月
の
毎
週
木
曜
日

　

午
後
１
時
～
３
時

※　

１
か
月
４
回
を
一
つ
の
コ
ー
ス

と
し
て
行
い
ま
す
。

場　
市
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

（
交
流
ス
ペ
ー
ス
）

定　
各
月
３
人

料　
無
料

申
込
締
切
日　
９
月
15
日
㈬

申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

メ
ー
ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

内
容
は
、
受
講
す
る
人
の
希
望

に
沿
っ
て
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
教
え

ま
す
。

※　

パ
ソ
コ
ン
が
あ
る
人
は
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
市
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー　

小
川
さ
ん
・
勝
田
さ
ん

（
☎
�
８
０
８
５
・
▢ＦＡＸ
�
４
７
４

０
）

E
m
a
il:sp

sz7
n
m
9
@

co
tto

n
.

ocn.ne.jp

　

島
根
い
の
ち
の
電
話
の
活
動
の
一

環
と
し
て
、講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

日　
10
月
９
日
㈯

　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

場　
い
わ
み
ー
る
４
０
１
研
修
室

演
題　
み
す
ゞ
さ
ん
の
う
れ
し
い
ま

な
ざ
し
～
ま
な
ざ
し
を
変
え
る
と

見
え
て
く
る
も
の
～

講
師　
矢
崎
節
夫
さ
ん（
金
子
み
す
ゞ

記
念
館
館
長
）

料　
無
料

問　
島
根
い
の
ち
の
電
話
事
務
局

（
☎
０
８
５
２
�
５
９
８
５
・
▢ＦＡＸ

０
８
５
２
�
５
９
８
６
）

　

18
歳
以
下
の
子
ど
も
の
声
を
聴
く

子
ど
も
専
用
電
話
「
子
ど
も
ほ
っ
と

ラ
イ
ン
も
し
も
し
に
ゃ
ん
こ
」
が
大

事
に
し
て
い
る
こ
と
や
、
子
ど
も
の

心
に
寄
り
添
う
と
い
う
こ
と
な
ど
を
、

講
義
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
通

し
て
学
び
ま
す
。

日　
10
月
３
日
㈰
・
31
日
㈰
・
11
月

28
日
㈰
・
12
月
19
日
㈰
・
平
成
23

年
１
月
30
日
㈰
・
２
月
６
日
㈰

※　

時
間
は
、
開
催
日
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
。

対
象　
市
内
の
中
・
高
・
大
学
生
で

原
則
３
回
と
も
参
加
で
き
る
人

定　
40
人
程
度

講
座
①　
赤
ち
ゃ
ん
と
遊
ぼ
う
！

　

年
齢
当
て
ク
イ
ズ
を
し
ま
す
。

日　
10
月
24
日
㈰

　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

講
座
②　
遊
び
の
達
人
の
テ
ク
ニ
ッ

ク
を
学
ぼ
う
！

　

手
遊
び
・
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
な
ど

を
体
験
し
ま
す
。

日　
10
月
24
日
㈰

　

午
後
１
時
～
３
時

講
座
③　
託
児
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

　

赤
ち
ゃ
ん
を
実
際
に
預
か
り
ま
す
。

日　
10
月
31
日
㈰

　

午
前
９
時
～
正
午

場　

い
ず
れ
も
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
「
す
く
す
く
」

場　
い
わ
み
ー
る

定　
先
着
15
人

料　
一
般　

５
、
０
０
０
円

　
　

学
生　

２
、
５
０
０
円

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ほ
っ
と
・
す

ぺ
ー
す
21　

す
と
う
さ
ん

（
☎
０
９
０
‐
８
０
６
６
‐
５
１

８
３
）

赤
ち
ゃ
ん
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

青
少
年
保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成

講
座
①
・
③
に
協
力
し
て
く
れ
る
赤

ち
ゃ
ん
を
募
集
し
ま
す
。ど
ち
ら
か
１

回
の
み
の
参
加
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

対
象　
乳
幼
児
０
歳
～
３
歳
く
ら
い

ま
で

申
・
問　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
浜
田
お
や
こ

劇
場
（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
６
３
９
６
）

看
護
学
生
（
陸
上
自
衛
隊
）

応
募
資
格　
高
卒
（
見
込
み
含
む
）

24
歳
未
満
の
人

試
験
日　
10
月
23
日
㈯

試
験
会
場　
出
雲
合
同
庁
舎

防
衛
医
科
大
学
校
学
生

応
募
資
格　
高
卒
（
見
込
み
含
む
）

21
歳
未
満
の
人

試
験
日　
10
月
30
日
㈯
・
31
日
㈰

試
験
会
場　
自
衛
隊
島
根
地
方
協
力

本
部
（
松
江
地
方
合
同
庁
舎
）

防
衛
大
学
校
学
生

応
募
資
格　
高
卒
（
見
込
み
含
む
）

21
歳
未
満
の
人

試
験
日　
11
月
６
日
㈯
・
７
日
㈰

試
験
会
場　
浜
田
合
同
庁
舎
・
出
雲

合
同
庁
舎

応
募
期
間　
い
ず
れ
も
９
月
６
日
㈪

～
10
月
１
日
㈮

有

料

広

告

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

障
害
者
パ
ソ
コ
ン
講
座

い
の
ち
の
電
話
公
開
講
座

「
子
ど
も
ほ
っ
と
ラ
イ
ン

も
し
も
し
に
ゃ
ん
こ
」

聴
き
手
養
成
講
座

青
少
年
保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座

資
格
・
試
験

自
衛
官
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☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問　
自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部
浜

田
出
張
所
（
☎
�
１
３
３
４
）

http://w
w
w
.m

od.go.jp/pco/
shim

ane/

浜
田
Ｏ
Ａ
事
務
科
②

　

一
般
事
務
に
必
要
な
、
Ｏ
Ａ
機
器

に
よ
る
事
務
処
理
の
基
礎
的
な
知
識

技
能
を
習
得
し
ま
す
。
併
せ
て
、
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

関
連
の
基
礎
な
ど
を
身
に
つ
け
、
再

就
職
を
目
指
し
ま
す
。

対
象　
離
転
職
者
（
お
お
む
ね
40
歳

未
満
）

入
校
検
定
日　
10
月
13
日
㈬

　

午
前
９
時
～

※　

応
募
者
多
数
の
場
合
14
日
㈭
に

も
行
い
ま
す
。

選
抜
方
法　
学
力
検
査
（
国
語
・
数

学
）・
面
接

検
定
場
所　
浜
田
高
等
技
術
校

　

浜
田
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
で

は
、
日
ご
ろ
外
出
機
会
の
少
な
い
在

宅
の
重
度
障
害
者
を
対
象
に
、
障
害

者
の
旅
を
企
画
し
参
加
者
を
募
集
し

ま
す
。

対
象　
市
内
在
住
の
身
体
障
害
者
お

よ
び
知
的
障
害
者
と
そ
の
介
護
者

日　
10
月
３
日
㈰
・
４
日
㈪

場　
四
国
方
面
（
四
国
村
民
家
博
物

館
・
世
界
食
文
化
博
物
館
・
今
治

タ
オ
ル
美
術
館
・
村
上
水
軍
博
物

館
・
道
後
温
泉
）

定　
先
着
80
人
（
た
だ
し
、
重
度
障

害
者
優
先
）

料　
２
１
、
０
０
０
円
程
度
（
参
加

者
数
に
よ
り
、
若
干
の
変
更
が
あ

り
ま
す
。）

※　

障
害
者
手
帳
・
雨
具
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　
９
月
１
日
㈬
～
15
日
㈬

申
込
方
法　
往
復
は
が
き
に
住
所
・

氏
名
・
障
害
区
分
・
車
い
す
の
有

無
を
記
入
の
上
、
送
付
し
て
く
だ

さ
い
。

申
・
問　
浜
田
市
身
体
障
害
者
福
祉

協
会
浜
田
支
部
事
務
局　

濱
㟢
さ

ん
【
〒
６
９
７
‐
０
０
１
６　

野

原
町
８
５
９
‐
１
（
☎
�
０
０
９

４
）】

定　
20
人

料　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
は
実

費
自
己
負
担
）

訓
練
期
間　
10
月
27
日
㈬
～
平
成
23

年
２
月
25
日
㈮

訓
練
場
所　
浜
田
高
等
技
術
校

募
集
締
切
日　
９
月
27
日
㈪

申
込
方
法　
願
書
（
浜
田
高
等
技
術

校
お
よ
び
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
あ
り

ま
す
。）
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※　

応
募
状
況
に
よ
り
訓
練
を
中
止

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
浜
田
高
等
技
術
校

（
☎
�
０
４
５
７
）

　

東
京
新
宿
と
も
し
び
「
出
前
歌
声

喫
茶
」
の
公
演
観
賞
旅
行
を
計
画
し

ま
し
た
。

日　
９
月
23
日
㈷

集
合
時
間　
午
前
８
時
50
分

集
合
場
所　
浜
田
公
民
館

場　
周
南
市
文
化
会
館
（
山
口
県
）

定　
先
着
45
人

料　
７
、
５
０
０
円（
昼
食
・
夕
食
・

保
険
・
梨
狩
り
・
入
場
券
な
ど
）

　

皆
さ
ん
、
コ
ー
ラ
ス
を
通
し
て
感

動
を
分
か
ち
合
い
ま
し
ょ
う
。

　

初
心
者
の
人
で
も
パ
ー
ト
練
習
を

し
っ
か
り
す
る
の
で
安
心
で
す
。
ス

テ
ー
ジ
は
、
あ
な
た
を
待
っ
て
い
ま

す
。

練
習
日　
水
曜
日
（
月
３
回
）

　

午
後
７
時
～
９
時
30
分

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

指
導　
山
崎
勝
さ
ん

申
・
問　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

（
☎
�
２
１
０
０
）

※　

お
茶
・
お
や
つ
な
ど
各
自
で
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　
直
接
ま
た
は
電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
公
民
館

（
☎
�
９
３
５
８
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

有

料

広

告

浜
田
高
等
技
術
校
入
校
生

障
害
者
の
旅
参
加
者

募
　

集

歌
声
喫
茶
ハ
ー
モ
ニ
ー
旅
行

参
加
者

石
央
文
化
ホ
ー
ル
合
唱
団

「
響
」
団
員

～
目
指
せ　
浜
田
の

パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
～

　　

　



広報はまだ：平成22年９月号　　　34

日　
９
月
25
日
㈯
（
小
雨
決
行
）

　

午
前
７
時
30
分
～（
１
時
間
程
度
）

集
合
場
所　
旧
魚
市
場
付
近

清
掃
場
所　
か
も
め
公
園
一
体

問　
牛
尾
さ
ん
（
☎
０
９
０
‐
８
２

４
４
‐
９
４
２
９
）「
全
国
豊
か

な
海
作
り
大
会
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

市
民
１
０
０
０
人
の
会
」

浜
田
市
地
域
子
育
て
創
生
事
業

～
み
ん
な
で
楽
し
く
子
育
て
環
境
づ

く
り
～

　

絵
本
「
チ
ッ
プ
と
チ
ョ
コ
」
を
原

作
と
し
た
か
わ
い
い
人
形
劇
で
す
。

け
ん
か
も
し
た
り
す
る
け
ど
、
い
つ

も
ふ
た
り
は
助
け
合
っ
て
、
物
事
に

突
き
進
み
ま
す
。
小
さ
な
子
ど
も
た

ち
も
安
心
し
て
観
ら
れ
る
人
形
劇
で

す
。

対
象　
０
歳
～
小
学
校
低
学
年
（
最

適
年
齢
）・
大
人

旭
公
演

日　
９
月
４
日
㈯

開
場　
午
前
10
時
15
分

　

平
成
８
年
に
藤
長
操み

さ
お

さ
ん
か
ら
、

市
に
対
し
て
、
浜
田
や
県
内
ゆ
か
り

の
作
家
た
ち
の
絵
画
・
彫
刻
・
陶
器

な
ど
を
寄
贈
い
た
だ
い
て
、
15
年
と

い
う
節
目
の
年
を
迎
え
た
こ
と
を
機

に
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
を
開
催
し
ま

す
。
藤
長
さ
ん
の
郷
土
と
芸
術
に
対

す
る
温
か
い
気
持
ち
を
感
じ
て
も
ら

え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

日　
９
月
10
日
㈮
～
12
月
19
日
㈰

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
入
館
は

午
後
４
時
30
分
ま
で
）

場　
浜
田
郷
土
資
料
館

料　
無
料

問　
浜
田
郷
土
資
料
館

（
☎
�
６
４
５
３
）

日　
９
月
11
日
㈯

　

午
後
１
時
～
４
時
20
分

場　
島
根
県
立
大
学
講
義
・
研
究
棟

中
講
義
室
３

①
基
調
講
演

演
題　
『
一
村
一
助
』
運
動
と
地
域

づ
く
り

講
師　
恩
田
守
雄
さ
ん
（
島
根
県
立

大
学
非
常
勤
講
師
・
流
通
経
済
大

学
教
授
）

②
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

テ
ー
マ　
地
域
の
支
え
合
い
を
活
か

し
た
地
域
づ
く
り

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　
恩
田
守
雄
さ

ん
パ
ネ
リ
ス
ト　
辰
巳
佳
寿
子
さ
ん

（
山
口
大
学
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
准
教
授
）・
上
野
茂
さ

ん
（
旭
町
今
市
公
民
館
長
）・
藤

原
眞
砂
さ
ん
（
島
根
県
立
大
学
教

授
）

問　
島
根
県
立
大
学
事
務
局
教
務
学

生
課　

上
田
さ
ん

（
☎
�
２
２
１
３
）

開
演　
午
前
10
時
30
分

場　
旭
セ
ン
タ
ー

浜
田
公
演

日　
９
月
５
日
㈰

開
場　
午
前
10
時
15
分

開
演　
午
前
10
時
30
分

場　
い
わ
み
ー
る
体
育
室

料　
親
子
券　

８
０
０
円

　
　

大
人
券　

５
０
０
円

※　

親
子
券
で
、
子
ど
も
は
複
数
の

入
場
が
で
き
ま
す
。
３
歳
以
下
は

無
料
で
す
。

問　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
浜
田
お
や
こ
劇
場

（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
６
３
９
６
）

ア
ク
ア
ス
10
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

ア
ク
ア
ス
検
定

　

こ
の
10
年
に
起
こ
っ
た
あ
ん
な
こ

と
や
こ
ん
な
こ
と
、
あ
ん
な
生
き
物

や
こ
ん
な
生
き
物
に
つ
い
て
、
皆
さ

ん
の
ア
ク
ア
ス
物
知
り
度
を
大
検

定
！
上
級
合
格
者
に
は
10
周
年
記
念

オ
リ
ジ
ナ
ル
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
進
呈
！

事
前
に
申
込
み
が
必
要
で
す
。

日　
９
月
12
日
㈰

　

午
後
１
時
30
分
～

受
付　
午
後
１
時
～

料　
無
料

応
募
締
切
日　
９
月
10
日
㈮

敬
老
週
間
の
お
知
ら
せ

　

県
内
在
住
で
年
内
に
65
歳
以
上
に

な
る
人
は
、
入
館
が
無
料
に
な
り
ま

す
。

日　
９
月
15
日
㈬
～
20
日
㈷

※　

入
館
の
際
、
年
齢
を
証
明
で
き

る
も
の
が
必
要
で
す
。

９
月
の
神
楽
情
報
（
雨
天
中
止
）

日　
５
日
㈰　

大
尾
谷
神
楽
社
中

　
　

12
日
㈰　

温
泉
津
舞
子
連
中

　
　

19
日
㈰　

熱
田
保
存
会

　
　

20
日
㈷　

西
村
神
楽
社
中

　
　

26
日
㈰　

上
府
神
楽
社
中

※　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
３
時

場　
ア
ク
ア
ス
横
は
っ
し
ー
広
場
ス

テ
ー
ジ

お
知
ら
せ

　

シ
ロ
イ
ル
カ
・
ア
ー
リ
ャ
の
赤
ち
ゃ

ん
を
一
般
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
、シ
ロ
イ
ル
カ
の
赤
ち
ゃ

ん
の
飼
育
を
優
先
す
る
た
め
、
当
面

の
間
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
休
止
し

ま
す
。
撮
影
も
で
き
ま
せ
ん
。

　

シ
ロ
イ
ル
カ
の
体
調
に
よ
っ
て
は
、

公
開
を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

「
神
々
の
す
が
た
～
古
事
記
と
近
代

美
術
～
」

　

美
術
で
め
ぐ
る
古
事
記
の
世
界
！

神
話
の
国
島
根
県
に
は
、
神
話
由
来

の
場
所
が
多
く
存
在
し
、
神
々
の
物

語
は
石
見
神
楽
で
日
々
演
じ
ら
れ
、

現
在
も
人
々
に
深
く
親
し
ま
れ
て
い

ま
す
。
本
展
覧
会
で
は
、
古
事
記
が

ど
の
よ
う
に
近
代
美
術
の
中
で
表
さ

れ
た
か
を
た
ど
り
ま
す
。

日　
９
月
17
日
㈮
～
11
月
７
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
６
時
30
分

（
展
示
室
へ
の
入
場
は
、
午
後
６

時
ま
で
）

場　
石
見
美
術
館（
グ
ラ
ン
ト
ワ
内
）

※　

毎
週
火
曜
日
は
休
館
日

グ
ラ
ン
ト
ワ
神
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

「
須
佐
之
男
命
の
軌
跡
～
岩
戸
・
大

蛇
～
」

　
「
天
の
岩
戸
伝
説
」
と
「
大
蛇
退
治

伝
説
」
に
焦
点
を
当
て
た
神
楽
の
祭

典
！
石
見
神
楽
・
出
雲
神
楽
の
ほ
か
、

ふ
れ
あ
い
環
境
助
成
事
業

海
岸
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

講
演
会
・
イ
ベ
ン
ト

人
形
劇
団
ひ
ぽ
ぽ
た
あ
む

「
チ
ッ
プ
と
チ
ョ
コ
」
公
演

藤
長
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

～
美
に
魅
せ
ら
れ
て
～

｢

地
域
の
支
え
合
い
と

地
域
づ
く
り｣

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

ア
ク
ア
ス
か
ら

（
☎
㉘
３
９
０
０
）

グ
ラ
ン
ト
ワ
だ
よ
り
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五
風
会
員
の
１
年
間
の
歩
み
の
作

品
お
よ
び
五
風
誌
の
園
児
・
小
・
中
・

高
校
生
・
一
般
の
人
の
優
秀
作
品
を

展
示
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

日　
９
月
18
日
㈯
・
19
日
㈰

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
19
日
㈰

は
午
後
４
時
ま
で
）

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

料　
無
料

問　
五
風
会　

河
野
さ
ん

（
☎
�
３
９
１
４
）

　

実
証
！
「
地
域
力
」
醸
成
プ
ロ
グ

ラ
ム
事
業
の
一
環
と
し
て
取
り
組
む

「
金
城
三
偉
人
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
」

の
第
２
弾
、
金
城
町
出
身
の
新
劇
の

父
・
島
村
抱
月
ゆ
か
り
の
地
を
歩
く

約
７
㎞
の
コ
ー
ス
で
す
。
初
秋
の
金

城
を
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

日　
９
月
25
日
㈯

　

午
前
８
時
30
分
～
正
午

集
合
場
所　
久
佐
公
民
館

料　
大
人
３
０
０
円

　

小
学
生
以
下
無
料

問　
久
佐
公
民
館
（
☎
�
２
６
６
６
）

　

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
日
野
理
彦
院

長
先
生
の
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を

開
催
し
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日　
９
月
21
日
㈫

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場　
浜
田
公
民
館

問　
浜
田
公
民
館
（
☎
�
９
３
５
８
）

　

金
魚
の
王
様
、
ら
ん
ち
ゅ
う
の
品

評
会
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
来
場

し
て
く
だ
さ
い
。

日　
９
月
25
日
㈯
（
雨
天
決
行
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
２
時
30
分

場　
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
６
号
上
屋
（
マ
リ

ン
大
橋
手
前
）

※　

今
年
は
、
日
時
・
場
所
が
変
わ

り
ま
し
た
の
で
、
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

問　
大
竹
幸
男
さ
ん
（
☎
０
９
０
‐

３
７
４
０
‐
８
４
３
８
）

　

秋
の
夕
べ
を
、
ろ
う
そ
く
の
優
し

い
光
に
包
ま
れ
て
、月
待
ち
コ
ン
サ
ー

ト
・
光
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
と
お
茶
席

な
ど
の
お
も
て
な
し
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

日　
９
月
25
日
㈯
（
雨
天
中
止
）

　

午
後
６
時
30
分
～
９
時

場　
紺
屋
町
商
店
街
ふ
れ
あ
い
ロ
ー

　

ド

問　
紺
屋
町
商
店
街
事
務
局

【
☎
�
４
３
５
２（
平
日
午
前
中
）】

　

健
康
長
寿
は
み
ん
な
の
願
い
。
健

康
頭
脳
を
目
的
と
し
て
脳
ト
レ
に
挑

戦
。歌
や
ゲ
ー
ム
で
楽
し
み
な
が
ら
、

な
る
ほ
ど
と
納
得
。
そ
し
て
ホ
ス
ピ

タ
リ
テ
ィ
と
は
？
実
習
を
通
し
て
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
を
図
り
ま
す
。

対
象　

介
護
予
防
や
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
に
興
味
と
関
心
の
あ
る
人

な
ら
ど
な
た
で
も

日　
９
月
26
日
㈰

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

受
付　
午
前
９
時
～

場　
い
わ
み
ー
る

講
師　
橋
本
英
樹
さ
ん
（
日
本
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
）

定　
先
着
50
人

料　
５
０
０
円
（
弁
当
希
望
者
は
別

途
６
０
０
円
）

申
込
締
切
日　
９
月
15
日
㈬
必
着

申
込
方
法　
申
込
書
（
開
催
要
項
と

と
も
に
石
見
・
浜
田
公
民
館
お
よ

び
浜
田
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会

事
務
局
に
あ
り
ま
す
。）に
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
・

弁
当
の
可
否
を
記
入
の
上
、
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
の
受
付
も
で
き
ま
す
。

※　

運
動
の
で
き
る
服
装
で
、
室
内

用
シ
ュ
ー
ズ
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

申
・
問　
浜
田
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

協
会
事
務
局　

鳥
落
隆
子
さ
ん

（
昼
☎
�
７
７
９
２
・
▢ＦＡＸ
�
７
８

１
３
・
夜
☎
�
３
５
３
７
・
▢ＦＡＸ
�

３
４
８
４
）

高
千
穂
夜
神
楽
・
備
中
神
楽
・
長
野

戸
隠
太
々
神
楽
な
ど
も
大
集
結
！

日　
10
月
30
日
㈯
・
31
日
㈰

開
場　
正
午

開
演　
午
後
０
時
30
分

場　
グ
ラ
ン
ト
ワ
大
ホ
ー
ル

料　
各
日　

指
定
席
１
、
２
０
０
円

　
　
　
　
　

自
由
席　
　

８
０
０
円

※　

無
料
託
児
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し

ま
す
。
希
望
す
る
人
は
、
10
月
23

日
㈯
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

申
・
問　

島
根
県
芸
術
文
化
セ
ン

タ
ー
「
グ
ラ
ン
ト
ワ
」

（
☎
０
８
５
６
�
１
８
６
０
）

　

は
が
き
や
Ａ
３
サ
イ
ズ
の
紙
漉
き
、

植
物
染
料
に
よ
る
つ
け
染
め
体
験
の

ほ
か
、
和
紙
製
品
（
捺な
つ

染ぞ

め
に
よ
る

絵
手
紙
）
作
り
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

日　
９
月
26
日
㈰

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

場　
石
州
和
紙
会
館
工
房

料　
は
が
き
判
（
２
枚
）
２
５
０
円

　
　

Ａ
３
判 　
（
１
枚
）
６
０
０
円

　
　

つ
け
染
め
（
１
枚
）
５
０
０
円

　
　

は
が
き
判
（
２
枚
）
＋
捺
染
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
０
０
円

※　

入
館
は
無
料
で
、
申
込
み
は
い

り
ま
せ
ん
。

問　
石
州
和
紙
会
館

（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
４
１
７
０
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

市
文
化
祭
協
賛
行
事

第
61
回
五
風
書
展

金
城
三
偉
人
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

第
２
弾

島
村
抱
月
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー

日
野
理
彦
院
長
の

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

石
見
金
魚
愛
好
会

第
32
回
ら
ん
ち
ゅ
う
品
評
会

こ
ん
や
ま
ち
の
月
待
ち

～
響
と
あ
か
り
～

第
４
回
脳
ト
レ
き
ら
め
き

サ
ロ
ン

重
要
無
形
文
化
財
石
州
半
紙

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

紙
漉す

き
・
つ
け
染
め
・

も
の
づ
く
り
体
験
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金
城
町
下
ノ
原
と
上
来
原
地
区
の

歴
史
を
訪
ね
ま
す
。
尼
子
氏
の
拝
墓

と
久
佐
知
行
。
広
島
街
道
と
津
和
野

奥
筋
往
還
の
交
差
点
。
中
世
の
五
輪

塔
な
ど
タ
イ
ム
ト
ラ
ベ
ル
を
満
喫
し

ま
す
。

日　
９
月
26
日
㈰
（
雨
天
中
止
）

　

午
前
９
時
～
正
午
過
ぎ
ま
で
散
策

集
合
場
所　
み
ど
り
か
い
か
ん
前

（
金
城
町
）

料　
２
０
０
円
（
資
料
代
）

問　
下
村
さ
ん　

午
後
５
時
以
降

（
☎
０
９
０
‐
７
５
０
０
‐
９
６

　

３
７
）

　

秋
の
風
情
を
か
も
し
出
す
身
近
な

花
材
を
生
か
し
た
、
誰
も
が
楽
し
く

鑑
賞
で
き
る
展
示
会
で
す
。
ぜ
ひ
、

ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

日　
９
月
26
日
㈰
・
27
日
㈪

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

料　
無
料

問　
華
道
家
元
池
坊
浜
田
支
部

小
寺
さ
ん
（
☎
�
０
４
９
６
）

　

展
示
作
品
で
、
写
真
の
面
白
さ
を

ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

日　
９
月
28
日
㈫
～
10
月
８
日
㈮

（
土
・
日
曜
日
は
除
く
。）

　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

場　
日
本
海
信
用
金
庫
本
店
ロ
ビ
ー

料　
無
料

問　
全
日
本
写
真
連
盟
浜
田
支
部

岡
本
さ
ん
（
☎
�
０
５
７
１
）

　

し
ま
ね
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
は
、
学
校
に
通
い
づ
ら
い
・

卒
業
後
進
路
が
決
ま
ら
な
い
・
就
職

活
動
中
で
不
安
が
あ
る
・
就
職
活
動

が
で
き
な
い
・
ひ
き
こ
も
り
が
ち
な

若
者
の
相
談
窓
口
で
す
。

　

当
事
者
（
不
登
校
・
引
き
こ
も
り

経
験
者
）
を
交
え
、
社
会
復
帰
で
き

た
き
っ
か
け
、
支
援
の
あ
り
方
を
中

心
に
、
ひ
き
こ
も
り
が
ち
な
若
者
が

直
面
し
て
い
る
現
状
と
そ
の
ポ
イ
ン

ト
を
探
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日　
10
月
２
日
㈯

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

個
別
相
談
会
（
要
予
約
）

　

午
後
３
時
～
５
時

場　
い
わ
み
ー
る
４
０
２
研
修
室

料　
無
料

申
・
問　
し
ま
ね
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
（
☎
・
▢ＦＡＸ
０
８
５
２

�
７
７
１
０
）

h
ttp

:/
/
w

w
w

.s
h
im

a
n
e
-

saposute.com
/

　

文
化
財
と
し
て
の
日
本
刀
の
魅
力

を
手
に
取
っ
て
鑑
賞
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
ガ
ラ
ス
越
し
で
は
本
当
の
良
さ

は
分
か
り
ま
せ
ん
し
、
我
流
で
の
鑑

賞
は
鑑
賞
力
の
向
上
に
は
な
り
ま
せ

ん
。
基
本
的
な
鑑
賞
の
仕
方
を
指
導

し
ま
す
の
で
、
気
軽
に
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
会
員
の
募
集
も
し
て
い
ま

す
。
マ
ナ
ー
を
守
れ
る
人
な
ら
老
若

男
女
を
問
い
ま
せ
ん
の
で
、
都
合
の

付
く
と
き
だ
け
で
も
気
楽
に
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

日　
９
月
26
日
㈰

　

「
花
・
出
会
い
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
花
展
で
す
。
来
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

日　
10
月
３
日
㈰
・
４
日
㈪

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時
（
４
日
㈪

は
午
後
４
時
ま
で
）

場　
島
根
県
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー「
グ

ラ
ン
ト
ワ
」
中
庭
広
場
・
多
目
的

ギ
ャ
ラ
リ
ー

料　
無
料

問　
草
月
会
島
根
県
支
部
西
ブ
ロ
ッ

ク　

千
代
延
さ
ん

（
☎
�
１
４
４
０
）

　

三
隅
自
治
区
公
民
館
連
絡
協
議
会

で
は
、「
ま
ち
を
遊
ぶ
・
忍
者
修
行

の
巻
」
で
お
な
じ
み
の
ア
フ
タ
フ
・

バ
ー
バ
ン
を
招
い
て
、
乳
幼
児
親
子

の
表
現
遊
び
「
チ
チ
ン
プ
イ
！
お
お

き
く
な
ー
れ
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

や
さ
し
い
小
さ
な
お
話
し
の
中
で

「
想
像
力
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
体

と
心
を
い
っ
ぱ
い
動
か
し
て
、
子
ど

も
と
か
か
わ
る
楽
し
さ
を
体
感
し
、

心
地
良
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

日　
９
月
30
日
㈭

　

午
前
10
時
～
11
時

場　
三
隅
公
民
館

定　
20
組
程
度

料　
３
０
０
円

申
込
締
切
日　
９
月
22
日
㈬

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
三
隅
公
民
館

（
☎
�
０
５
０
０
）

　

午
後
１
時
～
４
時

場　
サ
ン
マ
リ
ン
浜
田
和
室

料　
２
、
０
０
０
円

問　
石
州
刀
剣
会　

中
野
宅
吉
さ
ん

（
☎
�
５
９
４
９
）

　

ふ
る
さ
と
史
跡
ウ
ォ
ー
ク
の
会
で

は
、
浜
田
城
跡
の
登
城
路
の
城
郭
の

石
垣
辺
路
と
柿
本
人
麻
呂
ゆ
か
り
の

人
丸
石
碑
、
お
堂
を
訪
ね
る
散
策
会

を
行
い
ま
す
。

日　
９
月
26
日
㈰
（
雨
天
中
止
）

　

午
前
９
時
～
正
午

集
合
場
所　
城
山
公
園
案
内
板
前

料　
３
０
０
円
（
資
料
代
） 

申
・
問　
島
根
県
観
光
連
盟
ふ
る
さ

と
案
内
人　

古
谷
さ
ん

（
☎
�
８
１
３
５
）

　

伝
統
芸
能
で
あ
る
日
本
舞
踊
の
優

雅
で
美
し
い
舞
台
を
、
ぜ
ひ
お
楽
し

第
１
０
４
回
ふ
る
さ
と

歴
史
紀
行

市
文
化
祭
協
賛
行
事

華
道
家
元
池
坊
浜
田
支
部
花
展

市
文
化
祭
協
賛
行
事

全
日
本
写
真
連
盟
浜
田
支
部

会
員
写
真
展

ひ
き
こ
も
り
が
ち
な
若
者
の
現
状

と
支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

と
個
別
相
談
会

石
州
刀
剣
会
例
会
・

鑑
賞
鑑
定
会

草
月
会
島
根
県
支
部

西
ブ
ロ
ッ
ク
花
展

「
花
・
出
会
い
in
石
見
」

～
チ
チ
ン
プ
イ
！

　
　
お
お
き
く
な
ー
れ
～

市
文
化
祭
協
賛
行
事

第
39
回
ふ
る
さ
と
史
跡

ウ
ォ
ー
ク

市
文
化
祭
協
賛
行
事

藤
蔭
流
若
藤
会
修
舞
会
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盲
導
犬
は
、
目
の
不
自
由
な
人
が

行
き
た
い
場
所
へ
出
掛
け
ら
れ
る
よ

う
に
、
歩
く
た
め
の
手
伝
い
を
し
ま

す
。
盲
導
犬
は
、
盲
導
犬
ユ
ー
ザ
ー

に
と
っ
て
大
切
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ

り
、家
族
の
一
員
で
あ
る
こ
と
を
テ
ー

マ
に
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ

来
場
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
ひ
と
り
親
家
庭
の
人

日　
10
月
３
日
㈰

　

午
後
１
時
～
２
時

場　
い
わ
み
ー
る
４
０
１
研
修
室

演
題　
島
根
あ
さ
ひ
訓
練
セ
ン
タ
ー

の
取
り
組
み
～
盲
導
犬
っ
て
ど
ん

な
犬
だ
ろ
う
～

講
師　
中
村
透
さ
ん
（
島
根
あ
さ
ひ

訓
練
セ
ン
タ
ー
長
）

料　
無
料

問　
㈶
島
根
県
母
子
会
連
合
会

（
☎
０
８
５
２
�
５
９
２
０
）

　

浜
田
養
護
学
校
で
は
、
地
域
の
皆

さ
ん
に
本
校
の
教
育
や
特
別
支
援
教

育
に
つ
い
て
、
理
解
し
て
も
ら
う
た

め
、
学
校
公
開
を
実
施
し
ま
す
。
多

く
の
皆
さ
ん
の
来
校
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

見
学
（
学
校
紹
介
・
施
設
見
学
な
ど
）

日　
９
月
30
日
㈭

※　

午
前
中
の
み
行
い
ま
す
。

体
験
学
習
（
中
学
部
）

日　
９
月
29
日
㈬
・
10
月
１
日
㈮

申
込
締
切
日　
９
月
15
日
㈬

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
養
護
学
校　

廣
瀬
さ

ん
・
和
知
さ
ん
・
吉
田
さ
ん

（
☎
�
２
２
０
０
・
▢ＦＡＸ
�
２
２
０

１
）

み
く
だ
さ
い
。

日　
10
月
３
日
㈰

　

午
後
０
時
30
分
～
４
時

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

料　
２
、
０
０
０
円

問　
藤
蔭
流
若
藤
会　

藤
蔭
貞
香
さ

ん
（
☎
�
０
２
５
５
）

　

住
む
場
所
の
な
い
幽
霊
と
幽
霊
を

引
き
取
り
た
い
人
間
を
仲
介
す
る「
幽

霊
派
遣
会
社
」。
手
違
い
で
出
会
っ
た

「
も
う
生
き
て
い
た
く
な
い
」
少
年

と
「
生
き
て
い
た
か
っ
た
」
幽
霊
一

家
の
物
語
。
奇
抜
で
ユ
ー
モ
ア
た
っ

ぷ
り
、
謎
が
謎
を
呼
ぶ
ス
ピ
ー
ド
感

あ
ふ
れ
る
パ
ワ
フ
ル
な
舞
台
で
す
。

※　

市
内
の
小
・
中
学
生
18
人
が
企

画
部
を
結
成
し
、
準
備
か
ら
運
営

ま
で
自
ら
の
手
で
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象　
小
学
校
５
年
生
以
上
（
会
員

は
小
学
校
１
年
生
か
ら
可
）

日　
10
月
10
日
㈰

開
場　
午
後
４
時
30
分

開
演　
午
後
５
時

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

料　
大
人　
　
　
　

１
、
８
０
０
円

　
　

高
校
生
以
下　

１
、
５
０
０
円

（
当
日
５
０
０
円
高
）

申
・
問　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
浜
田
お
や
こ

劇
場
（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
６
３
９
６
）

　

家
庭
の
タ
ン
ス
な
ど
に
眠
っ
て
い

る
衣
類
を
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
の

人
た
ち
に
送
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行

い
ま
す
。
衣
料
品
の
海
外
輸
送
費
に

あ
て
る
た
め
に
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募

金
も
受
け
付
け
ま
す
。

日　
９
月
25
日
㈯
・
26
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

場　
㈱
キ
ヌ
ヤ
ひ
な
し
店

問　
日
本
救
援
医
療
セ
ン
タ
ー
事
務

局
（
☎
０
６
‐
６
２
７
１
‐
４
０

２
１
）

　

石
央
地
区
に
は
、
現
在
も
古
い
伝

統
を
受
け
継
い
で
い
る
地
芝
居
社
中

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
地
域
で
活
動

し
て
い
る
団
体
に
、
ア
マ
チ
ュ
ア
劇

　

一
斉
相
談
会
（
法
律
相
談
）
を
開

催
し
ま
す
。

日　
９
月
10
日
㈮

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

場　
石
見
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

※　

弁
護
士
１
人
が
担
当
予
定
で
す
。

料　
原
則
無
料
（
３
回
目
の
継
続
相

談
か
ら
有
料
に
な
り
、相
談
料
５
千

円
）

相
談
時
間　
40
分
以
内

予
約
方
法　
事
前
に
電
話
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
石
見
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
４
５
１
４
）

団
、
高
校
・
県
立
大
学
の
演
劇
部
、

高
齢
者
大
学
く
に
び
き
学
園
卒
業
生

が
加
わ
っ
て
の
、
そ
れ
ぞ
れ
特
色
の

あ
る
舞
台
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日　
10
月
31
日
㈰

開
場　
午
前
９
時

開
演　
午
前
９
時
30
分

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

出
演
団
体　
創
作
て
ん
か
ら
っ
と
・

深
山
会
・
く
に
び
き
社
文
18
会
・

劇
団
酔
族
漢
・
山
陰
久
佐
松
竹
座
・

浜
田
高
校
演
劇
部
・
県
立
大
学
演

劇
サ
ー
ク
ル

料　
一
般　
　
　
　

１
、
０
０
０
円

　
　

学
生（
高
・
大
学
生
）　

５
０
０
円

中
学
生
以
下
無
料

問　
石
央
地
芝
居
大
会
実
行
委
員
会

（
☎
�
２
１
０
０
）

取り扱う 
衣料

新品 下着・パジャマ・タオル（タオル
ケット含む）・シーツ

洗濯済 
（シミ無し）

毛布・カジュアルウェア（ズボン・
ジーパン・Ｔシャツ・トレーナー・
セーター・カーディガン・ブラウ
ス・コート・ジャンバーなど）

取り扱わない衣料

スーツ（背広含む）・スカート・
ワンピース・ベビー服・和服・布
団・小物類（ネクタイ・マフラー・
帽子など）・靴・カバン

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

島
根
県
母
子
寡
婦
福
祉
大
会

盲
導
犬
に
関
す
る
講
演
会

浜
田
養
護
学
校

後
期
学
校
公
開

高
学
年
が
取
り
組
む

｢

劇
団
う
り
ん
こ
ダ
イ
ア
ル･

ア
・
ゴ
ー
ス
ト
公
演｣

２
０
１
０
年
愛
の
救
援
衣
料

家
庭
で
眠
っ
て
い
る
衣
類
を

海
外
支
援
に
活
か
そ
う
！

第
３
回
石
央
地
芝
居
大
会

一
斉
相
談
会
（
法
律
相
談
）

そ
の
他
の
お
知
ら
せ
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全世帯義務化
住宅用火災警報器の設置を!

マイバッグ持参運動展開中

世 帯 男 女 総 数
浜 田 19,714 20,544 23,140 43,684
金 城 1,916 2,307 2,509 4,816

旭 1,424 1,544 1,679 3,223
弥 栄 722 729 813 1,542
三 隅 2,866 3,217 3,624 6,841
合 計 26,642 28,341 31,765 60,106

人　口（７月末現在）

（単位：人）

黄
おう

長
ちょう

石
せき

霞
かすみ

石
いし

玄
げん

武
ぶ

岩
がん

（県指定天然記念物）

　黄長石霞石玄武岩は、市内熱田町・内田町・長浜町の標高120ｍの丘陵地帯に
分布している。そのうち、３か所の露頭が昭和41年に指定された。
　この岩石は、第三紀（今からおよそ600万年前）に噴出した火山岩の一種で、
黒色ないし暗灰色のきめの細かな玄武岩である。岩石中には、海水に近い成分の
水分（岩

が ん

漿
しょう

水
す い

）が含まれている。
　日本で最初に、霞石と黄長石が発見されたのは、この長浜丘陵である。霞石は
中国山地の玄武岩中にわずかに認められるが、霞石を含み長石を欠く玄武岩（霞
石）は日本でこの丘陵のみである。また、この玄武岩の一部には黄長石も含まれ
ている。黄長石は、日本で唯一、この地でしか確認されていない。玄武岩中に霞
石と黄長石が認められるのは、世界的にもめずらしい現象であり、地質鉱物学上
貴重な存在である。
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